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本 当 は よ く知 らない 「重 要 な他 者 」

社会人類学演習IIイ ンタビュー作品2017年

田 沼 幸 子

1は じめに

二 年 目の 社 会 人 類 学 演 習IIは 、 履 修 者 ・聴 講 者 が 増 え 、 こ こ に掲 載 す る作 品 も14

本(昨 年 度 は8本)と な っ た。 指導 の 内 容 は ほ とん ど変 わ ら ない の で 、 昨 年 の もの を

参 照 して い た だ きた い[田 沼2017]。 こ こ で は 今 年 、 改 め て 感 じた こ と を述 べ る に

とどめ 、学 生 の作 品紹 介 に移 りた い。

作 品 を提 出 した15名 中、4名 が 同居 す る 家族 に イ ン タ ビュ ー を 行 っ た。 こ れ は 簡単

そ うで 、実 は そ うで は な い。 家 族 に 関 して は、 知 って い る よ うで 知 らな い こ とが 多 い

か らだ。 対 人 関係 療 法 を専 門 とす る精 神 科 医 の 水 島 広 子 は 、 以 下 の よ うに述 べ る。 私

た ちの対 人 関 係 は 、 家 族 ・恋 人 ・親 友 を 中心 に、 そ の周 りを友 人 ・親 戚 の よ うな 「そ

れ な りに親 しい 人」、 そ の外 を 「職 業 上 の役 割 にお け る人 間 関 係 」が広 が っ て い る。 自

分 か ら最 も近 い 、 家 族 、恋 人 、 親 友 は 専 門 的 に 「重 要 な他 者 」〔significantother(s)〕と

呼 ば れ る。 家 族 や パ ー トナ ー で あ れ ば 、 物 理 的 に も生 活 空 間 が 同 じこ とが あ る。 これ

が 、相 手 の こ と は知 って い る とい う思 い 込 み に つ な が る 。 本 当 は 、 日中 は別 の 場 所 で

勉 強や 仕 事 を して い るた め 、 共 有 す る時 間 や体 験 は実 は非 常 に少 な い。 に もか か わ ら

ず 、そ れ を 「埋 め る 努 力 を 意識 的 に して い な い」上 に、 身 近 な 人 へ の 甘 え が 出 る た め 、

「家 族 は 本 人 の 悪 い 部 分 しか 見 る こ とが で きな い」とい う こ と に もつ なが っ て しま う、

と[水 島2011]。

家 族 に イ ン タ ビュ ー した い と計 画 した 学 生 た ち は、 対 象 とな る 人 物 に対 し、 なぜ 、

とい う疑 問 を持 っ て い た 。 しか し、 そ れ は素 朴 な疑 問 、 とい う よ りは、 ど う して そ う

な の?と い う、 不 満 に 近 い(場 合 に よ っ て は 明 らか な)も の だ っ た 。 相 手 は家 族 で あ

る学 生 に 、遠 慮 な く職 場 の不 満 や 問題 を打 ち明 け る。 しか し、 学 生 は そ の詳 しい背 景

を知 る訳 で は な い し、 働 い た こ と もな い の で 、 あ る意 味 白 黒 をつ け る よ う な 「なぜ 」

とい う疑 問 を持 ちが ち で あ る。 今 回 イ ン タ ビ ュー して 初 め て 、予 想 も しな か っ た複 雑

な背 景 が あ る こ とに気 づ い た よ う だ。

授 業 を通 じて改 め て強 く感 じたの は、 イ ン タ ビ ュー の仕 方 や 意義 を教 え る だ けで は

な く、彼 らの イ ン タ ビ ュ ー構想 の ど こが 面 白い ポ イ ン トで 、 ど うや っ て深 掘 り した ら

い い か 、 と い う と こ ろ まで 話 を聞 きだ し、 そ れ を他 の学 生 も参 考 に で きる よ う に した

方 が い い 、とい う こ とだ 。彼 らが授 業 で学 ぶ 内容 も私 生 活 で 知 り合 う人 も限 りが あ る。
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人 類 学 専 攻 の た め 、授 業 で 聞 く話 は 自分 の経 験 か ら遠 い 事 例 が 多 く・家 族 や 友 達 の 話

で は何 も新 しい 発 見 が な い 、 と感 じて し まいが ちで あ る・ しか し・ 人類 学 者 で あ る教

員 の 側 か らす る と、彼 らに とっ て は 「身近 な 人」が ・ 非 常 に興 味 深 い経 歴 の 持 ち主 で

あ った り、捉 え方 が 独 特 で あ った り・ とい う こ とが 往 々 に して あ る・

そ の 人や テ ーマ の面 白 さに気 づ き・ 問 い を立 て られ る・ と指 摘 で きる の は ・ 実 は ・

私 た ち に は先 行 研 究 につ い て の 蓄積 が あ り・ 頭 の 中 で そ れ ら と比 較 して い る か らで あ

る[鹿 島2003:42-83]。 卒 業 論 文 の指 導 の 経 験 を 通 して 、 論 文 の 書 き方 を 実 践 的

に 論 じた フ ラ ンス文 学 研 究 者 の鹿 島 が 言 う よ う に、「先 生 と は、 答 え を教 え る 人 で は

な く、問 いの 見 つ け 方 を教 え る 人 で あ るべ き」[鹿 島2003:38]と い うの は 、 フ ィー

ル ドワ ー ク にお い て も言 え る こ とで あ る。 問 い を立 て る と ころ まで 手伝 っ て 、 ア ポ取

り も聞 き取 りも 自分 で ど うぞ 、 と送 り出す 時 は、 あ た か も崖 か ら突 き落 とす よ うな後

ろ め た さ を感 じる。

しか し、 学 生 た ち は、 自分 で 崖 を上 る力 を持 って い るの で あ る 。

R受 講生作品

以下、名簿順に紹介する。最初の学生は、経営学専攻の学生、最後の三人は大学院

修士課程一年の聴講生である。他は社会人類学専攻の三年生である。
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アンズの村

池谷万暉

白 い の もあ る し、黄 色 い の もあ る し、大 きい の もあ る し、小 さい の もあ る し、

タネ も甘 い 方 もあ る し、苦 い の もい っ ぱい 、 あ る んで す よ。 そ れ で ね 、朝 起

きた らみ ん な(木 の 上 の あ ま りの ア ンズ の量 に)ど う しよ う、ど う し よ う1と 、

あ の ね 、 田 舎 の 人 は み ん な親 切 な んで す よ。 家 に来 て くだ さい 、家 に来 て く

だ さい っ て 、 私 達 行 っ て 、 ア ンズ の木 の下 に座 った ま ま、 あ の ね も う若 い 人

み ん な15歳 、16歳 の子 供 達 よ、 そ れ で ね 、 食 べ る ～ 食 べ る ～ 、 一 生 懸 命 食

べ る、 美 味 しい よ、 各 木 の ア ンズ を 全部 食べ た、 ど っ ちの ア ンズ が美 味 しい

か な って 思 い な が ら、 また 来年 も行 こ う と思 っ て。

こ う語 りだ した 彼 女 の 様 子 は 、 そ れ まで話 して い た数 時 間 と は打 って 変 わ って 楽 し

げで あ り、 そ れ は も う可 笑 し くて 仕 方 が な い 、 とい う よ う に こみ 上 げ る笑 い で 息 を切

ら しなが ら も話 して い た 。

彼 女 が 生 き生 き と語 る この エ ピ ソー ドは 、実 は 中 国 の文 化 大 革 命 期 に毛 沢 東 に よっ

て と られ た 下 放 政 策 の 下 、 農 村 で 過 ご して い た 時期 の もの で あ る。 彼 女 は青 年期 の期

間 を郷 里 か ら遠 く離 れ た 農 村 で 、 肉 体 労働 の働 き手 と して過 ご した。

私 は この 口、 当 時 の 様 子 を聞 き に来 て い た 。 文 化大 革 命 とい う政 治 的 位 置 付 けの 難

しい話 題 だ った だ け に 、 イ ン タ ビュ ー の 前 半 で は最 初 は無 難 な 話 題 か ら始 め よ う と、

日本 に来 て苦 労 した こ とや 、 中国 との 違 い な どか ら尋 ね て い っ た。 一 緒 に入 っ た 中華

料理 店 の 窓際 の席 か ら見 下 ろす 夜 の 新 宿 の 交 差 点 を眺 め な が ら、彼 女 が 日本 に来 た当

時 の景 色 は どん な だ っ た ろ う と思 った 。 記 憶 を遡 りな が ら、 時 々考 え込 みつ つ 、彼 女

は思 い 出す こ とを よ く語 って くれ た。 二 時 間 もあ っ た は ず の 食事 の 時 間 は あ っ とい う

問に レス トラ ンの 閉 店時 問 に な って しま った 。

「昔 、 農 村 部 で 働 い て い た こ とに つ い て も聞 きた か っ た ん だ け ど… 」

新宿 駅 の改 札 に 向 か い なが らや っ と店 で 切 り出 せ な か っ た 下 放 の 時 代 につ い て尋 ね

てみ た 。

「ま きち ゃん は下 放 に興 味 が あ る ん で す か 。」

彼 女 は 少 し意外 そ うに 聞 き返 したが 、思 いの 外 彼 女 の 様 子 は 普 通 だ っ た,,

「う～ ん 、で も何 を話 した らい い か な あ。」

彼 女は ど こか ら話 せ ば い い か 分 か らな い 、 とい っ た様 子 だ った 。 き っ と この 時 の 私

の表 情 は とて も深刻 そ うだ った に違 い な い。 改 札 前 のエ レベ ー ター を降 りた と ころ で

彼 女 は唐 突 に こ うい っ た 。

「ま きち ゃ ん 、 ア ンズ を食 べ た こ と、 あ ります か 。」

「う一 ん 、 ど うだ ろ 、 どう して 。」
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「この前、Xさ んと塩水寺に行ったんですよ。」

突然の話に私は面喰った。下放の話はどこへいった。彼女にはもともと話が飛ぶ癖

がある。

「そこにね、日本庭園を見に行ったんですよ、帰 りにね・アンズの木があって・え・

日本には珍 しいなと思ったの。」

そしてそのまま彼女はアンズをいくつか拾った。彼女はその時のアンズがとても大

きく、おいしそうだったことについ惹かれて しまったと照れた様子で言った。

「それでね、その時、こっそり食べてみたんですよ・そ したらおいしい～の・」

私 も彼女 も思わず笑ってしまった。それ ぐらい彼女のおいしいには力がこもってい

た。

「知らなかったYさ ん、アンズが好 きなの。」

「だから、その時、田舎のアンズはおいしかったなあ～って、すっごく思い出した

んです よ。急いでね、他の落ちてるアンズ も拾ってしまったの、日本にはあんまり、

おいしいアンズがないです よ。」

そしてそのまま彼女は冒頭のことばを一息に話 し切 った。彼女は自分がいた村を

「アンズの村」と呼んだ。アンズの話をしている間の彼女の目はキラキラと輝いてい

た。明らかにさっきまでの様子よりも喋るテンポは速くなってお り、楽 しくて しょう

がない、といった様子だった。手は、アンズを拾ったジェスチャーをして以来、大切

そうに両手で何かを抱えた形のままだった。

そのまま話は下放生活の日常の様子になった。 しかし、相変わらず彼女はとても楽

しそうだった。聞けば、今で も下放時代をともに過ごした学生とはみんな連絡をや り

取 りし、定期的に会 うのだという。

「もしか して、(下放の時が)一 番楽 しかった?若 い時で。」

丁楽 しかった。生活はすごい苦 しかったけど、精神的には楽しかったよ。」

彼女はこの言葉を力強 く言い切った。私はこんなに楽しそうに話す彼女を知ってい

ただろうか、とさえも思った。その後 も内側から溢れ出すように出てくる下放時代の

話 を立ったまま、約30分 間聞 き続けた。中には食料不足や過酷な労働 に悩まされた

という話 も含 まれてはいた。 しか し、この日の彼女の語 りから立ち現れる映像は若い

彼女と彼女の友人たちが苦 しいながらもかけがえのないひと時をともに過ごした、と

いう色鮮やかな思い出だった。楽 しく話を聞きつつも、私は、彼女にとっての下放生

活が、私が当初描いていたものとは全 く違うものだった、ということに静かな衝撃を

受けていた。そして、 どうしてこの様に当事者の語 りと大 きく異なる認識を私が抱い

ていたのか、ということを今 も考え続けている。
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彼女たちは特別か

平井美帆

6月 上旬の 日曜日、私は駅前で友人を待っていた。午前10時 前、人通 りが増え始め、

ショッピングモールや飲食店が開店 し始める時間だ。空には薄 く雲がかかり、風があ

るので過ごしやす く感じる。私は彼女を待つ間、インタビュー内容の確認をして待つ

ことにした。しばらくして、少 し離れたところに彼女が立ち止まるのが見えたので声

をかけ、近 くの喫茶店に入 り、向かい合って座る。

彼女と私は同 じ洋菓子店でアルバイ トとして働いている。普段は結んでいる長い髪

をおろして、黒いレごスのついたブラウスを着ている。彼女は中学校、高校、大学 と

都内の女子校や女子大学に通っている。現在大学2年 生で、翌週にテス トを控えてい,

るというが快 くインタビューに協力してくれた。彼女が女子大の学生だということを

頻繁に話題にする共通の知人がおり、私は彼が感 じているであろう、彼女に対する特

別感の正体 を知 りたいと思っていた。私はインタビューのお礼 を言って、女子校や女

子大について教 えてほしいと切 り出した。

「なんか、すごい、い じめがやばそうとか言われます。陰湿な感 じがって。」でも本

当はそんなことなくて、と彼女は中学、高校時代のエピソー ドを次々と話 して くれた。

「体育のあ ととかは、結構 もう"異 臭事件"み たいな、シーブリーズ(制 汗剤)み たい

なシューってやるやり とか、みんなやるんで、なんかもう 『何このにおい1』 みたい

な、息できないみたいな、なんかちょっと煙いっていうか、シューとかでもくもくな

ってて、…(中 略)… あと、カーテン閉めて、男の先生が次の授業だと、(カー

テンを)閉 めて 『あ、まだ着替えてま一す』とか言って、授業30分 くらいつぶすとか。」

インタビューの記録のためICレ コーダーを使っていたが、彼女は気 にする様子 もな

く、普段と同じように明るく楽 しそうに話 をしてくれる。

私が、女子校、女子大の学生について周囲からもたれるイメージを彼女自身がどう

感じているかということを尋ねると、彼女はこう語った。「なんかちょっとなめられ

そうだなって感 じはあります、なんか、こいつみたいな、絶対なんか、誰とも付 き合

ったことないだうみたいな感 じの、なめた感じでかかられてるなって男の人とかだと

思いますけど…」このように感じることはあるものの、彼女の周 りには女子校出身者

が多 く、それ自体 「別にめずらしくない」という。

しかし、彼女が女子校や女子大の所属である.ことを知 らないはずの人か ら指摘され

ることもあるという。「(女子校出身であることが)ば れたときとかに、ちよっと、あ

一やばい、何?何 をなおせばいいんだろうと思います。『もしかして女子大?女 子校

出身?』 って言われたら、(動揺 した様子を再現 して)ん 一ってなってなに一?何 でば

れた一?っ て。」女子校や女子大に所属するとい うことを特別なもの とする意識が、

彼女たち本人と周囲の両方にあるのだろう。インタビュー中に、私も無意識に共学の
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学 校 を 「普 通 」と形 容 して い た。

彼 女 が 注 文 した メ ロ ン ス ム ー ジ ー の グ ラ ス か ら水 滴 が伝 っ て コ ー ス ター に 落 ちた 。

私 は 「溶 け ち ゃ うか ら」 と手 で グ ラス を示 しなが ら話 題 をア ルバ イ トの こ と に変 えた 。

男 性 ス タ ッ フ と一 緒 に 働 く こ とに 違 和 感 あ る か とい う質 問 に彼 女 は、「そ れ は 大 丈 夫

で す ね 」と淡 々 と答 え る。 ほか に も電 車 の 中 、店 員 、 学 校 や 塾 の先 生 な ど 「な ん で も

な く他 人 と して接 す る と き」に違 和 感 は ない とい う。

一 方 で 彼 女 は
、「(男性 が)学 び の場 に い る の は な ん か 衝 撃 で 。 教 習 所 に通 っ て た 時

に ・な んか こ う、プ リ ン トとか 回 して て ・後 ろ が男 の 人 だ と(息 をの ん で)は 一 一 って 、

な に一1み た い な ・す ご い びっ く りっ て い うか 」と、時 々笑 い声 も交 え なが ら話 した 。

学 び の場 に 、 同 じ立 場 で 存 在 す る男 性 に は違 和 感 を覚 え る よ うだ。

イ ン タ ビュ ー の終 盤 ・彼 女 は 「"にお い"み た い なの が 、 た ぶ ん あ るの か な って 」と

言 った 。 彼 女 た ち は お互 い に・ 話 し方 、 肌 の 距離 、 会話 の展 開の 仕 方 な ど
、 さ ま ざ ま

な共 通 点 を 感 じる と い う・ 彼 女 か ら 「共 学 の"に お い"っ て な い で す か?」 と聞 か れ

た が ・私 に は思 い 当 た る こ とが な か っ た 。女 子 校 、 女 子 大 の 人 た ちの 中 に共 学 の 人が

い る と き も 「に お い 」の違 い が あ る ら しい 。 彼 女 は主 に会 話 中 に 、「に お い 」の 違 い を

感 じる こ とが 多 い とい う こ とを話 した。 「高校 だ け 女 子(校)だ と
、 あ ん ま り ・にお わ

ない"で す け ど、 中高 一 貫 で女 子(校)だ とわ か り ます。」女 子 校 や 女 子 大 に所 属 す る

とい う こ と は、 学 校 が 違 っ て い て もお 互 い に仲 間 と思 う よ うに な る とい う
。 「マ イ ノ

リテ ィー 感 っ て い うか 、「い っ し ょ一1』 み た い な感 じで
。」ち ょ う ど、 同 じ出 身 地 の

人 に 出会 う と嬉 しい とい うの に 似 た気 持 ち だ と例 えて くれ た 。 この例 え は私 を大 い に

納 得 させ た 。

イ ン タ ビュ ー を終 え る と昼 前 に な って い た 。 喫 茶 店 の 外 は
、冷 房 の 効 い た 店 内 にい

た せ い で朝 よ り も暑 く感 じる。 女 子 校 や 女 子 大 に つ い て指 摘 す る 人が い て
、 彼 女 た ち

も仲 間 意識 を持 っ て い る 。 しか し同 時 に 、 彼女 は女 子校 出 身 者 を 「別 に めず ら し くな

い」と言 い 、 私 も彼 女 に対 して 「女 子 大 」とい う点 で特 別 さ を感 じる こ とは な い の だ
。

髭 、 新 宿 、 ス トリ ッ プ 個性が埋 もれられる場所

榊原英太郎

2017年6月14日 午前U時30分 。男子大学生Aさ んと私はインタビューに適 した場

所を求めて大学の生協広場に行 き着いた。天気は晴れ。時折涼 しい風が吹 く。黒い長

髪が肩にかか り、落ち着いた暗めの色の服装 をしたAさ んは時々昼食用のおにぎりを

口に運びなが らインタビューに答えて くれた。

Aさ んは何年問か引きこもりの生活を送っていた。その間に特に意識 していたわけ
ではない ものの髭が伸びてしまい、それがAさ んが興味をもつ近代以前のロシアの「権
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威 者 」た ち の外 見 的特 徴 、つ ま り権 威 の 象 徴 と して の 髭 と リ ン ク して きた た め、「もっ

たい ない 」の で 今 も髭 を剃 って い ない の だ と い う。 今 回の イ ン タ ビ ュ ー は、 そ の よ う

なAさ ん の 外 見 上 の ア ク セ ン トとな って い る10cmほ どの 長 い髭 に つ い て の 質 問 か ら

始 まる 。

「もった い ない 、 とい う理 由 だ け で伸 ば して る んで す か?」

「… … ま あ剃 らな き ゃい け な い っ て い う理 由 も見 当 た らな い。 髭 禁 止 令 が 出 て い る

わ け で も な い し… 。」彼 は 間 を 開 け なが ら慎 重 に答 え る。 目は あ ま り合 わず 、 ど こか

遠 くを見 つ め て い るか の よ うで あ る。

「そ れ もそ うで す が … 、 で も剃 っ た方 が 、 全体 に溶 け込 め る とい うか … 普 遮 じ

ゃない で す か?」

「な る ほ ど。 … そ れ は や っ ぱ り、 普 通'で あ る、`溶 け 込 ん で い る'と い う こ と に、

価 値 を置 い て い な い か らで し ょ うね 。 な に か に溶 け込 む ため にが ん ば った こ とは一 度

もない で す 。`溶 け込 む ね … 、 そ ん な に 溶 け込 み た いか?っ て 感 じ。」

そ れ な らば 、 彼 は髭 を使 っ て 目立 つ こ とを第 一 の 目的 と して い る の だ ろ うか 。

「特 別 フ ァ ッ シ ョン とか に興 味 が あ るわ けで も な い ん です よね 。 溶 け 込 も う と も し

て ない け ど… 目立 と う と も して な い。 … 目立 た な い で ほ しい 。」Aさ ん は 自 己 を分 析

す る よ うに して 時折 目を 閉 じなが ら言 葉 を発 す る。

「い や 、で も結 果 的 に 目立 っ ち ゃ っ て る じゃ ない で す か 。」私 は 笑 い な が らつ っ こ む。

「結 果 的 に そ う見 られ て るか も しれ な い で す け ど、 で も、 こ れ を や っ て … 、Fi立 た

ない っ て い う社 会 が 理 想 で す ね 。」

突飛 な答 え に二 人 と も笑 う。

こ こ でAさ ん は肩 掛 け カバ ンか ら強 烈 な ピ ン ク色 の エ ッセ イ集 を取 り出す 。Aさ ん

は そ の 中 の 「新 宿 」と い う部 分 が 好 き なの だ とい う。 彼 は そ の 部 分 を音 読 しつ つ 語 っ

て くれ た 。

「新 宿 に しか 行 か な か っ た 。 あ とは 高 円 寺 く らい。 渋 谷 を歩 くの が す ご く嫌 で。 坂

が 多い し こ うい う服 を着 な くち ゃ い け な い な んて の が あ る気 が して 。 こ うだ とい け な

い、 こ う しな い とい け な い とか そ うい う もの が 新 宿 に は な か っ た
。渋 谷 を歩 く才 能 が

なか った か ら、 新 宿 を歩 くの が 好 きだ」 っ て い う歌 詞 な ん で す よ。 こ れ は … な ん か 、

新 宿 って い い な っ て思 っ ち ゃ う んで す よ。 個 性 っ て い うか … い わ ゆ る`個 性 を発 揮

して て も、 そ れで 埋 もれ られ る。

Aさ ん は 、 新 宿 で とて も奇 抜 な格 好 を した 人が 周 囲 の 人 々 に全 く気 に も止 め られ ず

歩 い てい るの を 目に した 時 、 新 宿 とい う場 所 に 「救 い 」を感 じた とい う。

そ して 次 第 にAさ ん が よ く行 って い た ス トリ ップ劇 場 の話 へ 移 る。Aさ ん は初 め て

そ こで 劇 を見 た 時 、 涙 を流 して 感動 した とい う。 ま た 、 ッ イ ッ ター な どで よ くス トリ
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。プ劇 につ い て 眩 くの だ そ うだ。 そ の た め 私 は そ れ まで の ス トリ ・プ とい う ものへ の

イメ_ジ との 差 に衝 撃 を受 け 、SNSで そ うい っ た こ と を発 信 す る の に恥 ず か し さを感

じな いの か と尋 ね た 。

「まっ た くな いで す ね 。 …素 晴 ら しい ・ と・ み ん な 見 て くれ 一[っ て ・」

あ ま りの 迷 い の な さに二 人 と も笑 っ て しま う・

「あ ん ま り女性 の 裸 を見 る って い う こ と を・ や ま しい事 だ と思 っ て な い とい う こ と

で しょ うか」

「そ うで す ね …性 的 に興 奮 して た ら涙 出 な い で す もん ね。」

果 た して、 彼 の この ス トリ ップ を観 に行 く とい う個 性 は、 周 囲 に埋 もれ る こ とが で

きて い る の だ ろ うか。 そ こ で 、先 ほ どの エ ッセ イ につ い てAさ んが 共 感 す る の は ど う

い う とこ ろ なの か 再 び 聞 い て み た 。

「埋 も れ られ な い 人 が 、 で も埋 もれ て い る っ て い う…救 い で す よね 。 型 に は まれ て

な い 人 、 とい うか 、 ダサ い 人 って い うの が 、雑 多 に 、埋 もれ られ て る。 そ うい う場 所

だ と思 い ます 、 新 宿 は。」

「だか ら、Aさ ん も新 宿 が 好 きな ん で す か?」

「はい 、埋 もれ て る っ て い うこ とにや っ ぱ り救 い を感 じます ね 。」

埋 もれ た い の な ら、 周 囲 と同 じこ と を して い る の で は ダ メ なの だ ろ うか,髭 を剃 っ て

は ダ メな の か。 ス トリ ップ劇 場 の こ と を隠 して い て は い け な いの か 。

「で もそ れ で埋 もれ て た ら な ん か意 味 な い じ ゃな い で す か 。 そ れ は 同 じ埋 もれ る で

も意味 合 いが 違 い ます よ。 これ 埋 もれ るだ ろ うな っ て い う のが 埋 もれ て い る、 とい う

の は 。」

私 た ち は誰 もが 、 白分 の個 性 を発 揮 した い とい う欲望 と周 囲 に埋 もれ て 安 心 した い

とい う欲 望 との 間 で 葛 藤 しなが ら生 きて い る の で は な い だ ろ うか。Aさ ん は イ ン タ ビ

ュー 全体 を通 して 時 問 を か け て慎 重 に回 答 して い た が 、最 後 の 質問 に は力 強 く即 答 し

た,

他 宗 教 の パ ー トナ ー との 国際 結 婚

齊藤愛佳

19時 ユ8分 、初 め て 降 り立 っ た駅 の ロー タ リ ー でKさ ん と合 流 した。 彼 は34歳 の 社

会 人で 、仕 事 の 研 修 で 彼 が 指 導 した2歳 年 ドの イ ン ドネ シ ア 人で イス ラ ム教 徒 の 女 性

と 、2年 の 交 際 を経 て2年 前 に結 婚 した 。 車 で 移 動 し、 チ ェ ー ン店 の 某 喫 茶 店 に 到 着

す る、,たわ い も ない 話 を終 え 、 他宗 教 のパ ー トナ ー との 国 際 結 婚 とは どの よ うな もの

で あ るの か 、聞 き取 り調 査 を開始 す る。

Kさ ん と相 手 との 交 際 期 間 は2年 だ が 、 実 際 に 会 った の は3、411で 、 普段 は ス カ イ
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プで 連 絡 を取 り合 っ て い た 。「逆 にそ れ が 面 倒 くさ くな っ た っ ての もあ るけ ど結 婚(し

た)」 と彼 は 言 っ た。 彼 は イ ン タ ビ ュ ー に対 して 一 定 の 落 ち 着 い た トー ンで 淡 々 と答

え る。 彼 の 国 際 結 婚 に対 して 父 親 は 、「好 き に しな っ て い う タ イ プ で 、 ま あ そ の 代 わ

り責 任 は 自分 で取 れ よ って い う 人 だ か ら」さ ほ ど反対 しなか った と い う。 一 方 で 「母

親 は 、 結婚 す る と宗 教 変 え な きゃ い け な い っ てい うの と一 、 そ れ で ち ょっ と まあ。 初

め 母 親 は 反対 して た よ」と話 す 。

Kさ ん は 、 イ ン ドネ シ ア で挙 式 した が 、 彼 は イス ラム 教 徒 で は ない た め 、 そ の 前 に

イス ラム 教 へ の 改 宗 の 儀 式 をす る必 要 が あ っ た 。Kさ ん は 「(結婚 に至 る ま で の)手 続

きが 面 倒 くさか った 」と話 す 。 「向 こ う(イ ン ドネ シ アで)の 結 婚 って い うの は、 市 役

所 に 『ハ イ 、紙 出 しま した 一」 じ ゃな い か ら」、つ ま りそ れ につ い て 「こん くらい の(A4

くらい)、 文 章 の書 い た紙 渡 され て …(中 略)… 天 使 の 名 前 を言 わ さ れ た ん だ よね 。

最 後 に な ん か ア ラー が ど うの こ うの っ て」と語 る。 改 宗 が 完 了 した 後 、 貴 方 は イ ス ラ

ム教 徒 で す よっ て い う書 類 」に 「これ か ら じ ゃあ結 婚 し ます よ」とい う趣 旨 を記 入 し、

イ スラ ム教 徒 の 役 所(イ ン ドネ シア は 市 町 村 単 位 の 役 所 は 無 く、 宗 教 ご と に分 か れ て

い る)に 結 婚 証 明 書 を提 出す る。 そ の ま ま警 察 署 に行 っ て 「自分 は何 も悪 い こ と して

ませ ん よ って 。 調 べ られ て 、 国 際 結 婚 だか ら(と い っ て)ス パ イ じゃ な い よね っ て い

う」 とい う確 か に面 倒 な 過 程 を経 て 結 婚 式 に至 る そ う だ。 「お 国 柄 だ な あ 、全 然 違 う

ん だ な あ と思 った よ 一」 とKさ ん は穏 や か に語 る 。 さ ら に結 婚 式 も 日本 とは 異 な り、

招待 状 は 出 す が 出 欠席 は 取 らず 、「トー タル す れ ば1000人 くら い 来 る …(中 略)… 物

珍 し さで(近 所 の 人が)ど ん どん 来 る」と話 しな が ら、 当 時 の 写 真 をKさ ん は 自身 の

Facebookか ら探 す 。 写 真 に は き らび や か で派 手 な イ ン ドネ シ ア の衣 装 を着 たKさ ん と

奥様 が 写 っ て お り、「この 頃(5回 目 くらい の お 色 直 し)に な っ て くる と 目が 死 ん で る 、

笑顔 が な い よね 」とKさ ん は言 う。 素 敵 な 微 笑 み を浮 か べ る奥 様 と比 較 す る と、 写 真

のKさ ん は 疲 れ た顔 を して い る 。

Kさ ん は 改 宗 し、 建 前 上 豚 肉 を食 べ る こ と と飲 酒 は 禁止 され て い る が 、 会社 で や む

を得 な い こ と もあ る た め 、奥 様 に は 「100パ ー セ ン トは で き ませ ん よ」と断 わ っ て い

る そ う だ。 しか し結 婚 初 期 の 頃 は 、飲 酒 して帰 っ て来 た り、 イ ス ラ ム教 で は 不 浄 と さ

れ て い る左 手 で 食 べ 物 を取 っ た り した 時 な どの 規 範 を破 っ た 時 に 「相 当 きつ く」言 わ

れ た よ う だ。 そ の様 子 は 「まず 舌 打 ちが 飛 ん で きて 、 で … な ん だ ろ う、 怒 り出 す と こ

うな る(手 を ま っす ぐに突 き出す 。 恐 ら く周 りが 見 え な くな る 、 リ ミッ ター が外 れ る

の意)人 だ か ら、『ワ ー ッ(息 が 多 め で ハ ー ッに近 い)』 て 言 わ れ て 、 フ ッて ど っ か 行

っ ち ゃ う。 基 本 的 に誰 も知 らな い 海外 に 来 よ うっ て ほ ど気 は 強 い か らね 」と説 明 して

くれ る。Kさ ん は奥 様 に 、 難 解 な 日本 語 を噛 み 砕 い て小 学 生 の子 供 に言 い 聞 かせ る よ

う にす る こ とが あ り、「奥 さん で あ り娘 で もあ りみ た い な」感 覚 に な る とい う。 しか し

徐 々 に宗 教 が 原 因 の 喧 嘩 は減 っ て きた とKさ ん は話 す 。最 近 した 喧 嘩 は、Kさ ん が休

み の 日 に家事 を しな か っ た こ と を怒 られ た とい うこ とで あ り、 奥 様 は 宗 教 の 違 い に お
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い て寛 容 に な りつ つ あ る よ うだ。

規 範 に 関 してKさ ん か ら 「豚 肉(を 食べ な い こ と)は 絶 対 耐 え らん な い ん だ ろ う な

あ と思 っ て た け ど、意外 と平 気 。なか った らな い で …(中 略)… 結 婚 した て の 時 は(社

食 を)自 分 で 選べ た時 に全 部(強 調)豚 肉 に して た りは した け ど」と聞 き・思 わ ず 笑 う・

「普 段 食べ て た もの が 食 べ れ な くな るか ら食べ た くな っ ち ゃ っ た ん だ ろ う」と理 由づ

け て い た。

この 他 に も イス ラ ム教 に は、 日中の 飲 食 を断 つ ラマ ダー ン と呼 ば れ る約1ヶ 月の 期

問 が あ るが 、Kさ ん は断 食 を行 わ ない 。 「そ の1か 月相 当や だ よ。 あ 一来 た な っ て」 と

語 る。 しか し夜7時 以 降 は 一 緒 に食 事 を し、 奥 様 が 再 び 食 事 を とる 午 前2時 頃 、Kさ

ん は 起 こ さ れ 、「寝 て て い い か ら…(中 略)… 一 緒 に い う み た い な。 そ れ は も う向 こ

うが た だ単 に ひ と りで い た くな い だ け な ん だ ろ うけ ど」 とい う よ う に、 限 られ た 時 間

で 食 を通 じた コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンは図 っ てい る よ うだ 。 また 、 そ の期 間 中Kさ ん 自身

は朝 食 を 食べ るが 、「嫁 の 前 で は食 べ な い 」とい う配 慮 を して い る そ うだ。 奥 様 の 可 愛

ら しい一 面 とKさ ん の優 し さに、 宗 教 を超 え た 夫婦 の温 か さを感 じる。

イ ン タ ビュ ー終 了 後 、奥 様 の親 睦会 で 、奥 様 が 「一 番 美 味 しか った の はマ ン ゴー サ

ワー」 と話 し、 一 緒 に ス ー パ ー に行 く と 「ほ ろ よい(チ ュ ー ハ イ)」 を 指 差 して 「あ れ

美 味 しか っ た ん だ よね え」 と眩 く とい っ たエ ピ ソー ドを 笑顔 で話 すKさ ん を 見て 、 微

笑 ま しい気 持 ち に な った 。

大雨の日に

阪上 葵

そ の 日 は彼 女 と駅 で 待 ち合 わせ て い た。 「お待 た せ ～1」 と駆 け寄 っ て きた 彼 女 は

前 回 会 っ た時 よ り も髪 が 短 くな っ て い る 気が した。 久 しぶ りに会 う友 人 に 、 こ の 日は

イ ン タ ビュー を 申 し込 ん で い る。 こち らは少 し緊 張 しつ つ 大 丈 夫 だ よ、 お は よ う と返

したが 、彼 女 の 方 はい つ も と別段 変 わ らぬ調 子 だ っ た。 イ ン タ ビュ ー に快 く応 じて く

れ た友 人 は 、 同 じ ドイッ語 の授 業 を受 け て い た大 学1年 生 の時 か らの 縁 で あ る。 妙 に

気 が 合 って 、二 年 生 で も週 二 回 の ペ ー ス で一 緒 に昼 食 を食 べ 、 そ れが な くな っ た今 で

も仲 が 続 い て い る数 少 ない 友 人 の 一 人 だ っ た。 彼 女 は 自分 と似 て い る よ うに思 うが ど

こ か違 う。 独 特 だ と感 じる。 そ ん な居 心 地 の 良 い友 入の ルー ツ を知 りた くて 、 こ の よ

うな イ ンタ ビ ュー をお 願 い す る に 至 っ た 。大 雨 の そ の 日、 雫 混 じ りの 強風 に わ あ わ あ

騒 ぎなが ら着 い た お 店 は 、 駅 か ら少 し歩 く、 ラ ンチ が 美 味 しい カ フ ェ。 カ ウ ンタ ー に

案 内 され 席 に落 ち着 くと、 ゆ る りと会 話 が 始 め られ た。

「い ま は、 ゼ ミの 準 備 とか 課題 が 重 くて 、 面 白 い ん だ け ど、結 構 本 読 まな い とい け

な くて。」近 況 につ い て 訊 ね る と そ う話 し出 した 。 歴 史考 古 学 を専 攻 して い る 彼 女 の
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専門は、その中でも江戸時代後期だという。大変そうな様子で話 していたが、彼女は

一人で鎌倉に出かけるほどの寺社好きである。それが今の進路選択にも繋がっている

のかと思い、いつから寺社仏閣や日本の文化に興味を持つようになったのか訊ねた。

地元 に い た と き、学 業 成 就 とか 、交 通 安 全 の祈 祷 や っ て た の よ、お 寺 で 。で そ れ を 、

ち ょ う ど私 が 合 格 祈 願 の ため に行 った 時 に、 お札 も ら う じゃ ん 、 そ れ を 、願 い が 叶

っ た らお 寺 に返 す 、 そ の風 習 が あ って 、 そ の時 に 家離 れ る し、 と思 っ て(中 略)ご

朱 印帳 欲 しか っ た し、 そ の時 は ノ リで 、 だ った か な 。

茨城 の 出 身 で あ る彼 女 は現 在 実 家 を 出て 大 学 近 くで 一 人 暮 ら しを して い る。 玄 米 コ ー

ヒー を一 口飲 み 、 ま た話 は 続 く。 「前 々 か ら行 くの は好 きだ っ た け ど ご朱 印 帳 集 め 始

め た の はで も高 校 三 年 生 ぐ らい 。(中 略)行 っ た 証 が 欲 しい み た い な感 じ。 で もや っ

ぱ り大学 か ら本格 的 に な っ た か な 、 う ん、 高 校 まで はそ ん な 行 く頻 度 も高 くな か っ た

し。」そ う少 し早 口で 話 す 口 調 は どこ か ぶ っ き らぼ うに 聞 こ え るが 、 そ こが 彼 女 ら し

い とい え ば彼 女 ら しい。 「神 社 の雰 囲 気 が 好 きだ か らね 」と話 す 彼 女 とは 、 一 度 鎌 倉

に遊 び に 行 っ た こ とが あ る 。 そ の 際 に訪 れ た報 国寺 の 竹 林 を思 い 出 した 。 そ の話 を す

る と相好 を崩 した 。 あ の独 特 の雰 囲気 。 静 け さ。 匂 い 。 そ れ が 好 きな の だ とい う。

「す ぐハ マ る ん だ け どす ぐ飽 きち ゃ う ん だ よね 一 、熱 しや す く冷 め や す い。 そ こ が

短 所 」「お 、 自己 分 析?」 「そ 、 自己 分 析(笑)ほ ん と勘 弁(笑)」 しか し彼 女 の 歴 史 文 化

に対 す る 興 味 は 未 だ 続 い て い て 、 学 生 と して の 研 究 対 象 と して 選 ぶ まで に な っ て い

る。 そ こ を指 摘 す る と、 そ う そ う、 と頷 い た 。 「こ れ だ け は ね 。 これ は嫌 い に な らな

い って 言 うか 、 飽 きな い ね 。」

「こん だ け種 類 が あ る とね 。 広 い し。 幅 広 い。 今 は 仏像 に興 味 持 っ て て。 こ な い だ

め っ ち ゃ分 厚 い 本 買 っ た[」 言 い つ つ カ バ ンか ら言 葉 通 り分 厚 い 本 を取 り出 す 。 こ こ

で お店 の ウ ェ イ ト レスが お 皿 を下 げ に 来 た 。 あ りが と うご ざ い ま 一す 、 と一 言 挟 んで

か ら、彼 女 は話 を続 けた 。

「い っ ぱ い種 類 あ る し、 一 つ 一 つ に意 味 が あ って 、 薬 師 如 来 像 とか 半珈 思惟 像 とか

・こ うや っ て る や つ
。」彼 女 が 有 名 な像 の真 似 を して み せ る。 静 か なお 昼 の お 店 に 私

た ちの 笑 い 声 が 混 ざ っ て い く。 自 分 の 研 究 分 野 につ い て 話 す 彼 女 は い つ も楽 しそ う

だ。興 味 が ず っ と続 くの って い い ね 、 と告 げ る と、 う一 ん 、 と彼 女 は腕 を組 ん だ。

「大 学 の う ち はず っ と好 きな こ とや りた い け ど さあ 、」彼 女 が 外 を見 や る。 雨 は ま だ

風 に あ お られ なが ら降 り続 け て い る。 視 線 が 手 元 に移 り、 実 際 仕事 に活 かせ る か っ て

考 える と全 然 活 かせ な い ん だ よ ね、 と彼 女 は続 け た 。 大 学 三 年 生 二 人 の話 は将 来 の こ

とへ と移 っ て い く。 「観 光 の 仕 事 に も興 味 あ っ て」 と話 し出 した 彼 女 に そ の 訳 を訊 ね

る と、 す ぐに そ の 答 え は返 っ て きた。

「私 が 中学 三 年 生 の と きか な 、 お ば あ ち ゃ んお じい ち ゃ ん と私 の 三 人で 、 東 北 の旅
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行ったの。山形、福島、岩手、宮城を巡るバスツアー。」それが楽 しくて・それか ら

かなあ、と視線 を遠 くにやった彼女は自らを超カミつ くおばあちゃん子だ・と言い切っ

た。彼女は祖母 とよく旅行に行き、その行き先に山寺などがあることが多かったとい

う。「おばあちゃんの影響って大きかったのかも」と彼女が眩いた・近 しい人の影響

が大きいのなら、と共働 きしている彼女の両親について訊ねると「生け花の先生やっ

てるよ」と。これはその時初めて聞いた話で、私は思わず声をあげた・お花に目覚め

た りはしなかったのかと問うと、あっけらかんと首肯 した。

コーヒーの氷が溶けていた。場所を移動 しようかと立ち上がる。私 と彼女の会話は

傘を並べて歩きながらも続いていった。

性格的に

王 蓉果

6月 半ば、夕方6時 ごろにとある人 と待ち合わせをしていた。待ち合わせの時間を

過ぎていたため私は彼のもとへ急いだ。待ち合わせ場所へ行 くと彼はベンチで携帯を

弄 りなが ら私 を待 っていた。「おつかれっす1」 私が来たのに気づ き、そういった彼

は私の所属するサークルの後輩Tで ある。彼は3年 間フリーター生活を送 り、この大

学に入学 した。彼とは以前から飲みに行 くような関係であ り、フリーター生活のこと

を少 し聞くことはあったが、あまり深 く聞いたことがなかったため、改めてインタビ

ューをしようと考えた。私 とTは 話 しながらとある居酒屋 まで向かった。居酒屋につ

くとす ぐに奥の席まで案内された。店内は金曜 日だか らであろうか、とても賑わって

おり、聞き取 りをするのにはあまり適 していないような環境だった。私たちは席につ

いて早速飲み物を注文 した。

「全然何でも、聞かれればポンポン答えるんで。」Tは 聞き取 り調査に慣れていない

私に気を使ってそう言って くれた。私は改めて彼にフリーターになった過程を聞いて

みた。

「まあ2年 フリーター期があって1年 が勉強期間があって、バイ トしなが らっすけ

ど…しか もフリーター期の最初の1年 は若干浪人 しようかなくらいの気持ちもあって

・。」その後、彼は高校3年 生の時は普通に大学受験 をして、センター試験まで受けた

が、国公立の願書の提出日を勘違い して しまい、結局受験できず、親にも先生にも落

ちたと伝えたことを面白話のように話 して くれた。

そ して浪人期に入 り、一年目は大学を受けるつ もりでセンターの出願はしていた。

勉強 しながらも最低限生活費を家に3万 円入れなければならず、受験にかかるお金も

自分で出さなければいけないため、掛け持ちでバイ トを始めた。本格的に勉強をする

ため、9月 にバイ トを辞めるつもりだったが、コンビニの夜勤バイ トの人が足 りな く
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てや め られ な か っ た 。11月 に な りや っ とバ イ トを止 め る こ とが で き、 夜 勤 で 崩 れ た

生 活 リズ ム をな お して い っ た と語 っ た。

そ して 彼 は 自分 の 家庭 環 境 に つ い て話 し始 め た。 自分 の 部屋 が な く勉 強 に集 中 で き

ない こ と、 父 親 が ご飯 や お風 呂 な どの タ イ ミ ング を強 制 して くる こ と、 父親 に は大 学

に行 か せ る気 持 ち が な い こ と。

「年 明 け ぐ らい で す か ね 、 一 月 の頭 ぐらい にす ご い 父 親 と もめ て 『お 前 そ ん な勉 強

なん て して ね えだ ろ』 っ て言 わ れ て 、 もうそ れ で プ ツ ン と きて し まっ て …(中 略)…

もう し らん 。 受験 は知 らん1し な い1っ て、 しな き ゃい い ん で し ょっ て 、 そ れで い い

んで し ょっ て 。 も うや け くそ っす 」。 「ほ ん と はい きた か った の?」 と聞 くと、「まあ い

きた い っ す よそ れ は もち ろ ん。 い け る ん だ った らい きた か っ た っす け ど、 も う売 り言

葉 に 買 い言 葉 で 。俺 性 格 的 に そ う な んす よ。 一 回 折 られ る と じ ゃあ い い よ っ て、 全 部

投 げ や りに な っ ち ゃ っ て。 ま あそ れ で 後 悔 して ば っか な んす け ど」。

彼 は そ こ か ら完 全 に勉 強 せ ず 、 バ イ トを また探 し、 本格 的 な フ リー タ ー生 活 を して

い っ た。 そ のバ イ ト先 で彼 の大 学 進 学 へ の気 持 ち を思 い起 こ させ る 出会 い が あ った 。

先輩たちで4人 くらいの仲いいグループがあって、先輩たちに結構i仲良 くしても

らってて。その先輩の一人は早稲田受かってうまくいってたんですけど、就活うま

くいかなくて就活浪人する羽 目になった人と、一度現役で大学はいったけど二浪 し

てほかの大学入った人。そういう先輩 とかが、「何で もいいから大学は出とけ」って。

「マジで後悔するよ」って言われて。飲んだ時っすけど。その先輩方が一番影響強

かったんで。二浪した先輩は 「正直言って二浪とか三浪だったら全然大学関係ない

し、俺の年上全然いるからお前いったほうがいいよ」って。「お前やればできるタ

イプだからほんとにいったほうがいい。」そこまで言われちゃったら… じゃあやる

しかねえって。

「で も さ、 お 父 さん に 俺 や ん ね 一 よ っ て い っ ち ゃ った じゃ ん?」 と聞 くと 、「そ の 時

は もう一 切 相 談 して ない っす 。 も う勝 手 に勉 強 は じめ て …家 で 勉 強 し始 め て 、 参 考書

も 自分 で 買 い 集 め て …」。 そ して 彼 はバ イ トを しな が ら受験 勉 強 を し、 晴 れ て こ の大

学 に受 か っ た とい う。

私 は今 のTが 大 学 生 活 で疎 外 感 を感 じるか とい う素 朴 な疑 問 をぶ つ け て み る と、「あ

一 、 あ りま す よ。 まあ あ ん ま り気 に しな い っす け ど。 気 に して た ら き りが な い んで 。

気 に して た ら大 学 なん て 入 れ な い っ す よ。 全 然 世 代 違 う んす もん 。 一 緒 の 学 年 っ て な

る とち ょっ と最 初 壁 あ りま した もん。 で もい くつ って 聞 かれ た ら答 える し、 あ と浪 人?

っ て話 され た ら浪 人 だ よ って 。 だ か ら 自分 か ら言 うこ と は ない け ど聞 か れ れ ば 別 に正

直答 えて た 。 嘘 つ く必 要 ね 一 や っ て」。 と彼 は平 然 と答 え た。

私 は彼 の こ と を苦 労 人 だ と思 っ て い たが 、そ の よ うに は見 えず 、 む しろ エ ン ター テ
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イナ_で あ る と感 じた。 とい うの も、彼 は一 貫 して これ らの話 をつ らい 経験 と して で

は な く、 笑 い話 と して話 して い た か らだ。

あいまいさに隠れた義務

渡部 暖

6月8日 。半袖が心地よい陽気の中、私は駅前にあるクロワッサンで有名なカフェ

に来ていた。平日ということもあり、店内は人もまばらだ。目の前にはよく見慣れた

人が座っている。自転車部の先輩であるさやかさん(仮 名)だ 。珍 しく少 し緊張気味

に見える。

さやかさんは去年女子 ツーリング班の主将を務めた人だった。ツーリング班は女子

班 と男子班の二つに分かれているが、夏合宿以外の行事は全て男女関係なく行動を共

にする。それぞれの班に主将 ・主務(合 宿のルー ト決めや宿の手配などを担当)・会

計などの役職があ り、3年 生になると1人1つ 以上の役職を担当する。その中で女子

班主将はとてもあいまいな存在だ。なぜなら部活全体の統括は男子班主将が行い、女

子班のみで行う夏合宿でも女子班主務などほかの役職が合宿に必要な仕事のほとんど

をやってくれる。これに対 して女子班主将は他の役職のようにやらなければならない

仕事が明確に定まっていない。強いて言 うならば夏合宿の班決め くらいである。女子

班主将の仕事って何なんだろう。そう考えた時に、さやかさんは主将の仕事をどう考

えていたのか気になり、インタビューをお願い した。

まず、主将をやろうと思ったきっかけについて尋ねた。この部では幹部交代する前

に自分たちでどの役職に就 くか決める。 さやか さんはどうして主将を選んだのか。

(同期 の女 子 が 自分 を含 め て3人 い る 中で)自 分 は(主 将 ・主 務 ・会 計 の うち)何 だ

ろ う と思 っ て 、 私 た ぶ ん3入 じゃ なか っ た ら、何 もや りた くな い な っ て思 っ た と思

う。 …(中 略)… も っ と(同 期 の 女 子 が)た くさ ん い て 、 リー ダー シ ッ プ取 れ そ う

な 人 い た ら絶 対 や らな い と思 う。 め っ ち ゃ し ゃべ っ て(女 子 班 を引 っ張 っ て くれ る

よ うな 人 が い た らや らな い。)… で もい ない し、(女 子 班)主 将 を こ の(3人 の)中 で

(誰 か が)や る ん だ 一 っ て 思 った ら、 私 が 一 番 主 将 とか(向 い て い そ うだ し)、 何 か

周 りか ら当 た られ た り とか 、 な んか よ くな い こ とが 起 きた時 も一 番 は っ き り言 え そ

うだ な っ て 思 っ て。

そ う話 す 一 方 で 、 こ う も言 っ て い た 。 「こ うい う風 に 部 活 を した い か ら主 将 が や り

た い って 言 え る 人 の 方 が 、 こ れ か ら長 くや って く時 も、楽 じゃ ない?…(中 略)… し

ょ うが な い か ら、押 し付 け られ たか らや る って 思 う よ り、 自分 でや る って 言 った ほ う
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が、周 りも自分 も楽かな。」自分が一年生の時は運動が苦手でつらいと思 うことが多

かったが、先輩や同期に助けられてここまで続けることができた。今度は自分が主将

として、後輩 も同じようにサポー トしてもらえるような環境 を作 りたい。そんな思い

があってさやかさんは主将を志願 したのだという。周 りと自分を比較 した上での消極

的な理由と「部活をこうしたい」という積極的な理由。私はさやかさんの主将になる

動機が2つ の面を持ち合わせていたことが意外だった。

「やる人がいないか ら自分がやる」という動機はさやかさんが部員に対 して怒る時

にもみられた。私は男子班主将が寝坊 して遅刻 した時に、 さやかさんが彼を怒って涙

目にさせたという話を思い出して聞いてみた。「あれはどういう流れでそうなったん

ですか?」 「どういう…やる人いないし、原田 くん(仮 名。男子班主務)に お願いした

らやって くれたのかなと思うけど…(中 略)… やる流れになった、なんとな くなった。」

彼女の言葉からは、男子班主将に対 して腹を立てているというよりも、怒らなければ

という義務感のようなものを感 じた。「義務感はある。言わなきゃっていうか一応同

じ立場の名まえがついてるし、なんだろう、その…やっぱ言わないっていうか、注意

しない人ばっかりだから…私の代ってそんなに強 く当たって言う人いないじゃん。で

も不満はある。言わないけど皆絶対あるはずなのね。だからはっきり言わないとと思

って。」男子班主将は 「なにもしない」、主将の仕事 も他の仕事 もあまりやらない人だ

ったそうだ。 さやかさんはそのことに対する周囲の静かな不満をくみ取 り、それを代

表する形で相手に伝えることで、その不満を解消 しているように思える。「怒るとき

に周 りの意見は気に しますか?」 「周 りの意見も聞かないとダメだろうなって思 う。

周りのどの意見を取 るかっていうのもある。いろいろあるから。」一方で一度 どの意

見を取るか決めた後は 「もうこれ選んだからって言って有無を言わせない感 じ。こっ

ちにしたからって。」そう言って笑った。

女子班主将という役割のあいまいさ。それはッーリング班に男子班主将と女子班主

将の二人の主将が存在するために生 まれるものであり、逆手に取れば女子班主将はそ

のあいまいさゆえに自由に動 くことができる。 しかし完全に自由だというわけではな

い。現にさやかさん自身 「主将」という名前に対する義務感から男子班主将を叱って

いる。このように女子班主将の仕事や義務は表面化 しないだけでい くつも存在するの

ではないか。そしてそれにいかに気づいて実行するかがこの仕事の一番の難しさでは

ないだろうか。

職場での人間関係 と働 く女性

岩島由季

6月4日 日曜 日、 晴 れ 。 外 の う だ る よ うな暑 さ と は無 縁 の 、 冷 房 の効 い たYさ ん 宅
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の リビ ン グで イ ン タ ビュ ー を行 っ た。 彼 女 は 午前 中 に家 じゅ うの掃 除 を終 え ・ ア イ ス

を食 べ なが らグ レーの ソ フ ァ ーで テ レ ビ を見 な が ら くつ ろ い で い た・ 時 刻 は午 後2時

ご ろ、 日光 が カー テ ンに遮 られ 少 し薄暗 い。 イ ン タ ビュ ー す る と声 を か け る と、眠 そ

う に 「い い よ」 と答 え た。 彼 女 は都 心 に あ る 保 険 会 社 で 仕 事 を して い る 。 仕事 の 内 容

は事 故 を起 こ した 人 の 話 を聞 き、「保 険 金 をお ろす 」か ど うか審 査 す る とい う もの ら し

い 」

彼 女 は よ く私 に 、仕 事一 ほ と ん ど職場 の 人 間 に つ い て一 の 愚 痴 を こぼ す 。 また 、最

後 には 必 ず 「辞 め た い」「会社 行 きた くな い 」とい う言 葉 が つ い て くる。 しか し彼女 は

現 在 も辞 めず に 、休 む こ と もほ とん どな い。

私 は彼 女 に対 して 「なぜ 会社 が 嫌 なの に辞 め ない の か?」 「な ぜ 職場 の 人 達が 嫌 い に

な っ た の か」とい う疑 問 を感 じてい たが 、 この イ ン タ ビュ ーで そ れ らの こ と につ い て

聞 い てみ た 。

「職 場 で嫌 い な 入 っ て ど ん な 人?」 と尋 ね る と、 あ ま り悩 む 様 子 もな く 「部 下 の 女 の

子(Aさ ん)か な」 と答 え た。どの よ うな と ころ が嫌 い な のか 尋 ね た 。彼 女 は 目 を伏 せ 、

低 い 声 音 で た め 息 交 じ りに 答 え た 。 「興 味 な い と こ ろ に はぜ ん ぜ ん、 や ん な い か ら 、

そ の 部分 で仕 事 は で きな い。 自分 中心 に しか もの を考 え な い か ら、全 体 の 流 れ じゃ な

くて 自分 の流 れ で しか 仕 事 が で き な い。 あ と残 業 好 きだ ね 。」Aさ ん の 最 初 の 印 象 に

つ い て尋 ね る と10秒 ほ ど 目 をつ む り沈 黙 した 、,「な ん か 人 に ズ ン ズ ン ズ ンズ ン入 り込

ん で くる。 遠 慮 が な い 感 じ。」コ ミュカ の 高 い 今 ど き の若 い 人 だ ろ うか?た しか に50

代半 ばの 彼 女 な ら若 い 人 の テ ン シ ョンに つ い て い け な いか も しれ ない 、 と予 想 した の

で聞 いて み る と 「全 然違 う。40代 の お ば さん。」と答 え た、、予 想 が 外 れ驚 きつ つ も、「ズ

ンズ ン」 とい う表 現 が 気 に な り、 どの よ うに 遠 慮 が な い の か 尋 ね た 。 「う一 ん … 自分

の や りた い こ と しか や っ て い な い 、 自分 が 受 け入 れ られ て 当 た り前 、 自分 が 受 け 人れ

られ ない こ と に恐 怖 を感 じて い な い ね。 相 手 は 困 っ て い る け れ ど 『そ ん な こ と ない よ

ね』 っ て ス タ ン ス。」"自 分 が や りた い こ と しか や っ て い な い'tと い う表 現 は彼 女 がA

さん の 現 在 の嫌 い な とこ ろ を説 明 す るの に使 った 表現 で もあ る。 現 在 の 嫌 悪 感 は 最 初

の 印 象 で す で に あ った ら しい 。 そ の 後 も似 た よ う な表 現 を繰 り返 した の で 「何 か 対 策

して る?距 離 を 置 くとか … 」と尋 ね る と、 そ れ まで の ゆ っ た りと した 空 気 と打 っ て 変

わ っ て諭 す よ う な 「1調で 答 えた.,

「仕 事 で 距 離 は 署 け な い で し ょ?」

彼 女 は よ く愚 痴 を感 情 的 に話 して い た の で 、 職 場 で もそ うな の か と考 え て い た が 、

実 際 は 白分 の 感 情 を仕事 に持 ち 込 まな い よ うに してい るの で あ 獄,対 処 と して あ げ た

の は仕 事 以 外 の 話 は せ ず 、用 件 の み伝 え る とい う こ とで あ っ た 、

次 に上 司 の 男 性(Bさ ん)に つ い て 話 して くれ た。 同 様 に 、 彼 につ い て嫌 い な と こ

ろ を尋 ね る と、「むか つ か な い 。完 ぺ きで は な い けれ ど仕 事 は ち ゃん とや る か ら…」と

Aさ ん の 時 よ りや や穏 や か に 答 え た 、,やは り仕 事 が で き る/で き ない が 要 因 と して 大
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きい ら しい 。最 初 の 印 象 につ い て 尋 ね る と、好 青 年 ・若 い 印象 で 年 下 で あ る と答 え た 。

私 は 上 司 が年 下 とい う事 実 に驚 い たが 、彼 女 はそ れ につ い て 当然 とい う よ うに、 昇 進

の うえ で の男 尊 女 卑 は残 っ て お り、 男 性 の 中で しか 年 功序 列 が は た らか な い とい うこ

と を説 明 して くれ た。 説 明 の 中 、彼 女 は 自身 の 扱 い につ い で 憤 る様 子 は な く、仕 方 の

な い こ と と して い た。 彼 の 欠 点 と して あ げ られ た の は プ ラ イ ドの 高 さ で あ っ た 。 「前

の 部 門 につ い て詳 しい の は 当 た り前 。 そ れ に結 び付 け て僕 は こん な に知 っ て る ん だ よ

って ア ピー ル して くる。 上 位 に立 と う とす る。」

これ らの よ う な愚 痴 を 同僚 に 話 さ な いの か尋 ね て み た 。 男性 は 大 体 残 っ て い る が 、

女性 はバ ブ ル期 の 入 社 だ っ たた め 多 くが 辞 め て い っ た 、 とい う答 えが 返 って きた 。 仕

事が 辛 い う え に、 周 りの 女 性 が 退 職 して い っ た に もか か わ らず 、 なぜ 彼 女 は仕 事 を辞

め な か っ た の か 。 自 身 の能 力 を鑑 み 、(別 の 会 社 で)ス テ ップ ア ッ プ(昇 進)で きる 自

信 が な か っ た こ と と、 少 な く と も給 料 と残 業 代 は確 保 さ れ る こ とを理 由 と して あ げ

た。 専 業 主 婦 に な りた くは な い か と尋 ね る と 「経 済 的 に 非常 に苦 し くな る とは 思 うけ

ど、 なれ ない と は思 わ なか った 。 で も経 済 の方 とっ たね 。」

働 く中 で楽 しい こ とは あ るか と尋 ね る と、長 い 沈黙(20秒 ほ ど 目 をつ む っ て)の あ

とに絞 り出 す よ う に 「と りあ えず 土 日休 め る」と返 っ て きた 。

以 上 の イ ン タ ビュ ー を 通 して 自身 の 予 想 と現 実 との ギ ャ ッ プ に気 づ か さ れ た。Yさ

んが 職場 の 人 々 を嫌 い に な る の は生 理 的要 因が 大 きい と予 想 した が 、 実 際 は 彼 らの仕

事 にお け る技 量 の 問題 で あ っ た。 また 、現 代 の 職 場 で は差 別 的 な扱 い は な い と予 想 し

たが 、 実 際 は 、男 尊 女 卑 は根 深 く残 り続 け てい る とい う こ とで あ る 。

「人 間 力 」に惹、か れ る フ ァ ン

高村真登

「miwaの こ と な らわ い に まか し と き」

こ う言 い なが ら少 し照 れ臭 そ うに笑 うの は友 人で あ るRだ 。 彼 とは大 学 入学 後 、地

元 が 同 じ静 岡東 部 で非 常 に近 か った こ と もあ りす ぐに 親 し くな り、 今 も頻 繁 に遊 び に

出 か け る。性 格 は一 言 で い え ば 「まっ す ぐ」で あ ろ う。 以 前 共 通 の友 人 と彼 の 話 を し

た と きに 、「ど う した らあ ん な に素 直 に きれ い な心 の 持 ち主 に育 つ の だ ろ う」 と真 剣 に

話 し合 った こ とが あ る、 む ろ ん 答 え は 出 な か っ た の だが 。 そ れ で い て 「バ カ真 面 目」

で は な く、 む しろユ ー モ アた っぷ りで 我 々の 問 で は ツ ッ コ ミ担 当 を して い る。 な に よ

り熱 い バ イ タ リテ ィー を秘 め た男 な の だ。 そ ん な 男 は も う一 つ 、20代 後 半 の女 性 シ

ンガ ー ソ ン グ ラ イ タ ー で あ るmiwaの 中 学 生 以 来 の大 フ ァ ン とい う独 特 な一 面 を持 ち

合 わせ て い る。 私 自身 は 特 定 の 有 名 人 に 長 い 間惹 か れ続 け た経 験 が な い。 彼 と 自分 の

性 格 の 違 い 、 また 似 て い る と ころ 、 そ れ ぞ れ の大 部 分 を理 解 して い る上 で 、 なぜ 彼 女
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なの か 非 常 に 興 味 を持 っ た。 我 々 は梅 雨 の 合 間 をぬ っ た快 晴 の午 後 ・ 目的 地 で あ る大

学 キ ャ ンパ ス内 の 共 有 スペ ー ス に向 か った 。

「miwaは こ う、 な ん て い うん だ ろ う、 周 りに媚 び て な い ん だ よね ・」席 に つ き・ 早

速 一 番 気 に な っ て い た 、「なぜmiwaな の か 」を尋 ね た ・ す る と少 し考 え込 ん だ の ち に

言 葉 を選 ぶ よ うに ゆ っ く りとそ う答 え た。 彼 の 搾 り出 した言 葉 が 少 し ピ ン と来 ず 眉 間

に しわ を寄 せ る と、 察 して くれ たの か 再 度 説 明 を始 め た 。 「媚 び て な い っ て い うの は

自 分 が 歌 に した い っ て思 っ た こ と を歌 詞 に して る っ て い う意 味 ね。」彼 女 は高 校 時 代

か ら歌 手 と して 成功 す る た め ラ イ ブハ ウス で の 売 り込 み や バ イ トに明 け 暮 れ た 。 そ の

一 方 で 歌 手 活 動 を理 由 に勉 強 をあ き らめ る こ とはせ ず 文 武 両 道 を実 行 した とい う
。 そ

の 結 果 歌 手 と して 成功 す る こ と と慶応 義塾 大 学 に合 格 す る こ との両 方 を成 し遂 げ た 。

「努 力」そ して 「成 就 」に長 け て い る。 「じ ゃあ 彼 女 の過 去 とか 歌 詞 に共 感 で き る っ て

こ と?」 と私 が尋 ね る と、「僕 自身 中高 っ て厳 しい 部 活 に入 って た し、勉 強 も頑 張 っ て

た か ら歌 詞 が 一 言 ひ と こ と刺 さ っ て きた か な 。」自 身 の過 去 を振 り返 っ て い る の だ ろ

う、 かみ しめ る よ う に答 え た。 「miwaは 努 力 で夢 を 目標 に 、そ して 目標 を現 実 に変 え

ら れ る ん だ よ。」そ れ らの経 験 を歌 詞 に して る か ら こそ 強 い 共 感 を得 られ る の だ ろ う

と締 め く くっ た。

こ こで 白動 販 売 機 に飲 み 物 を買 い にい く。 冷 房 が つ い て い な いの で 暑 さで 二 人 と も

の どが 乾 き き って い た 。 彼 は一 気 に飲 み 干 しま た本 題 に戻 る。 「miwaっ て フ ァ ン層 が

め ち ゃ くち ゃ広 い さ。」久 々 に 聞 きな れ た 伊 豆 弁 で そ うい っ た。 コ ンサ ー トに は若 い

カ ップ ル もい れ ば、 子 供 と一 緒 に 家族 で 来 る親 世 代 も 目立 つ とい う。 「そ れ が 媚 び て

な い って と こ ろ に つ な が る と思 う さ。」彼 の 説 明 に よる と、 ア イ ドル の よ う に特 定 の

ター ゲ ッ トを狙 った 戦 略 で 売 り出せ ば 、 そ の層 に特 化 して 受 け 入 れ られ る こ とは で き

る とい う。 しか し彼 女 は 自分 の経 験 か ら自分 の 作 りた い 、 そ して伝 え た い音 楽 を届 け

る こ とに 全力 を注 い で い る。 彼 は今 ま で 以上 に 熱 を込 め て 語 っ た。 「だ か ら さ、 自然

とmiwaと い う人 を好 き な 人が 集 ま っ て る と思 うん だ よね 。」彼 の 言 う共 感 とは 彼 女 の'

生 き様 に 対 す る 憧 れ に 近 い の か も しれ な い 。 「俺 ま で 好 き に な る か も」 と答 え る と、

そ う言 わ れ る のが 一番 う れ しい と今 日一 番 の 笑 顔 で 笑 っ た。

「ま だ言 っ て お きた い こ とあ る?」 と最 後 に 聞 くと、 少 し考 え た 後 で 何 か を思 い 出

した よ うだ 。 彼 はlniwaの コ ンサ ー トに しか 行 っ た こ とが な い が 、 彼 女 の フ ァ ンで あ

りなが ら様 々 な ア ー テ ィス トの コ ンサ ー トに行 っ て い る友 人が い る とい う。 「『や っ ぱ

りmiwaの フ ァ ンが 断 トッで 一 番温 か い』って 」と彼 は言 っ た。「温 か い」って 何 だ ろ う?

「ん ～ 、 簡単 に 言 う と家 族 み た い な雰 囲 気 か な、 家 族 っ て温 か い じゃ ん。」彼 女 の フ ァ

ンの 人 々 は彼 女 の 生 き様へ の憧 れ 、歌 詞 へ の 共 感 そ して 感 謝 とい う子 が 親 に持 つ の に

似 た 感 情 を持 ち、 さ らに フ ァ ン と して これ か ら も頑 張 って ほ しい とい う親 が 子 に持 つ

の に似 た感 情 の 両 方 を持 って い る。 そ の こ とに 気 づ き、 彼 の 「家 族 」とい う例 えが ス

トン と腹 に 落 ち る、,
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「音 楽 か ら入 って 好 き に な る っ て 人が 多 い と思 うけ ど、 人 間 … だ ね。」一 番 印 象 に 残

っ た言 葉 だ。 芸 能 人 に 限 らず 人 を好 き に な る こ とに お い て 「性 格 」や 「見 た 目」が 重 視

され る こ と は多 い。 しか しそ の 人 を長 く好 きで い る た め に は彼 、 彼 女 の 「生 き様 」に

共 感 し、尊 敬 で きる こ と こそ が 重 要 なの か も しれ な い。

400万 円の価値

野口香里

2017年6月 上 旬 の23時 、 リ ビ ン グ の 食 卓 の 向 か い に は イ ン タ ビュ ー の 対 象 者 で あ

る姉 、 遥(社 会 人2年 目)が 座 っ て い る。 両 親 は す で に寝 室 で寝 て い る た め 、 部 屋 に

は姉 と私 の2人 だ 。 今 日は 仕 事 が 休 み だ った 姉 に、 さ っそ く事 前 に伝 えて あ っ た 質問

を投 げ か け た 。姉 は 、高 校 生 の 頃 に大 きな ミュ ー ジ カ ル に出演 し、大 学 で は演 技 の勉

強 を しな が ら女 優 を 目指 して い た。 そ ん な姉 が 、 なぜ 結 婚 式 の プ ラ ンナ ー とい う職 に

っ い た の か 、 とい う質 問 で あ る。

彼 女 は う一 ん 、 と悩 み なが ら、 プ ラ ンナ ー を選 ん だ 主 な理 由 は2つ あ り、 入 の ビ ッ

クイベ ン トに 関 わ る こ と と、肩 書 を得 る こ とだ と ま とめ た 。

そ もそ も彼 女 が 女 優 に な りた か っ た の は 、純 粋 に演 技 を楽 しみ 、 様 々な 人生 を体 験

す る こ と に魅 力 を感 じて い た の は もち ろ ん 、 人 の 人生 に影 響 を与 え、 憧 れ られ る 人 間

に な りた か っ た か らだ 、 と少 し照 れ く さそ うに話 して くれ た。 そ ん な彼 女 に とっ て プ

ラ ンナ ー は 、「そ の 人 に と って 結 婚 式 って す ごい お っ きい もの じゃ ん」とい い 、 人 の ビ

ック イベ ン トに関 わ り、 影 響 を与 え る こ とは 、彼 女 の 中 で女 優 とい う仕 事 と リ ン ク し

てい るの だ と言 った 。

ま た 、彼 女 は 「な んか 、 その 仕 事 を題 材 に ドラ マが で きる よ うな 、仕 事 じ ゃな き ゃ

嫌 だ っ た」と も言 っ た。 白分 が 物 語 の主 役 と して働 け る 、 そ れ が 彼女 に とっ て の 肩 書

で あ る。

それ か ら彼 女 は、結 婚 式 と ミュ ー ジ カ ル は 同 じだ と思 う 、とゆ っ く りと話 し始 め た,、

一 回 も同 じ公 演 って ない わ け じゃん
。同 じセ リフ な の に さ、す ごい爆 笑 す る 回 と さ、

全然 反 応 の な い 回 とあ る わ け じゃん 。 で さ、 お 客 さん の 反応 に よ っ て さ 、 ち ょっ と

セ リフ ア ドリブ 入 れ てみ よ うか な とか さ、 あ る わ け じ ゃん 。 で 、 そ の ア ドリブ に よ

っ て お客 さん の 反応 が あ る じゃ ん,,そ れ って 結 婚 式 も一緒 じ ゃん,

私 が 、「う一 ん 、 よ くわ か ん な い け ど結 婚 式 に は新 郎 新 婦 の 主役 しか い な くな い?」

と返 す と、 彼 女 は続 け た 。 「…友 人 ス ピー チ が あ りま した 、 もち ろ ん だ い た い 言 う こ

とは 決 まっ て る よ。 決 め て きて る と思 う よ。 け ど さ、 そ の 言 葉 に よっ て さ、新 婦 さん
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が さ、 涙 を流 した ら さ、友 人 も涙 を流 す か も しれ な い じゃ ん。 プ ラ スア ル フ ァ何 か 別

の こ と を発 す る か も しれ な い じゃ ん、 そ の あ とパ グす る か も しれ ない じ ゃん 、 そ れ は

台 本 に は な い こ と じゃ ん 一…(中 略1… そ うい うのが あ るか ら、 また違 う何 かが 生 ま

れ るわ け じゃん ね,似 て ない?」 だ か らこ そ 、決 ま っ た進 行 に別 の 要 素 を付 け足 す 存

在 と して 、結 婚 式 に列 席 す るお 客 様 は 、両 親 や 友 人 な ど を含 め ・ み ん なが 観 客 で あ る

と同 時 に 出演 者 の 一 部 な の だ とい う,

そ して さ らに続 け る,

で さ、 ス タ ッ フっ て い うの は さ、 そ の 二 人 を さ、 いか に輝 か せ るか っ て こ と、 キ ャ

ス トを主 役 を い か に良 く見 せ るか っ て こ とに注 力 をす る わ け じゃん 。照 明 の 当 て方

もそ う、曲 の流 し方 もそ う、そ れ っ て結 婚 式 の ス タ ッフ も一 緒 じゃん。す ご くな い?

そ う考 え る と。 ま った く一 緒 じゃ な い?結 婚 式 なん て あ る程 度進 行 ほ とん ど決 ま っ

て る っ ち ゃ決 ま って る よね 。 …(中 略)… で も さ、 舞'台だ っ て そ うだ よ 、 ス トー リ

ー は全 部 決 まっ て る し結 末 は 全部 決 ま って るん だ け ど、 そ の な か の さ、 感 じ方 とか

さ、 反 応 とか さ、 人 に よ っ て 全部 違 う じゃん 、 見 る 人 に よっ て違 う じゃん 。 演 じて

る 人は み ん な 一緒 な ん だ よ。 で 、 お 稽 古 通 りに 当 日 を向 か え る ん だ よ、 だ け ど受 け

取 る 側 に よっ て 全然 感 じ方 だ って 違 う じゃん。 同 じだ よね 。

あ らか じめ決 め られ た進 行 が 人 の 反 応 に よっ て変 化 す る、 とい う こ とが 似 て い る の だ

とい う彼 女 の 考 え に、 私 は う一 ん と頷 き、 な ん と な く理 解 した 表情 を 見せ た。

す る と彼女 は 、 お もむ ろ に1年 間 プ ラ ンナ ー と して 働 い て み て 思 うこ とは 、「2人 だ

け の結 婚 式 だ っ た ら400万 円 の価 値 は な い よね 」と言 った 。 そ れ か ら400万 円 の価 値

につ い て 、 熱 く語 っ て くれ た。

観 客 が 感情 移 入 をす るか ら こそ 、 意 味 が あ るわ け じゃ ん。 結 婚 式 も さ、 そ の2人 に

感情 移 入 をす る とか 、 そ の 両 親 の 気 持 ち に な る とか 、 だ か ら意 味 が あ る と思 うん だ

よ。 …(中 略)… 白分 に置 き換 え て 考 え る と思 う ん だ よ 、ふ つ う。 ふ つ うが 何 か わ

か ん ない け ど、 遥 だ った ら、 あ あ きっ と、 こ の 人 こ ん なふ う に思 っ た ん だ ろ うな と

か さ、 だ か ら こそ こ うい う(新 婦 の)手 紙 に な っ た ん だ ろ うな 、 で そ れ を聞 い て る

お 母 さん って こん な 気持 ち な ん だ ろ うな、 じゃあ 自分 って ど うな ん だ ろ うって 思 う

と思 うん だ よ・そ う思 って もら う こ とに400万 円 の価 値 が あ る と思 って る。・・一(中略)

・ゲ ス トが そ うい うの を 見 て
、 な んか 、 結 婚 って い い な とか 、 あ あ 、パ パ とマ マ に

ち ゃん と伝 え な い とな 、 とか 。 な んか そ うい うの を さ、感 じ られ る機 会 なん だ ろ う

な っ て思 う。
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ふ 一 ん と納 得 した よ うな 表情 を 見せ る と、そ ろそ ろ明 日の 仕事 に 備 え て寝 かせ て く

れ とい う要望 を受 け た た め 、 今 回 の イ ンタ ビ ュー は こ こで お 開 き とな っ た。 一 見 、 関

係 な い と思 え る ふ たつ の ものが 姉 の なか で は深 く繋 が って い る こ とに 、女 優 を 目指 し

諦 め た姉 の 、今 の仕 事 に対 す る情 熱 を垣 間 見 た 気 が す る 。

Xジ ェ ン ダー の友 人 の話

田中秀幸

用語

F:t'ennale(女)

M:male(男)

FtO:Fto(something)。 身 体 的 特 徴 は先 天 的 に は 女性 。 例 え ば 身 体 的 に 女性 で 精 神

的 に は男 性 で あ る トラ ンス ジ ェ ン ダーの 人 はFtMと い う

6月 の 上 旬。 梅 雨 入 りの 報 道 が な され て 数 日が 経 っ て もろ くに 雨 が 降 った 記 憶 が な

い イ ン タ ビュ ー 当 日 も雨 が 降 るの か 降 らな い の か は っ き りせ ず 、 や は り梅 雨 は嫌 い

だ な と改 め て思 う.,

xジ ェ ン ダー の 友 人で あ る 「くら」(ニ ック ネー ム 、 使 用 に関 して は本 人の 承 諾 を得

て い る)に イ ン タ ビュ ー 協力 を お願 いす る と、 く らは そ の 日首都 大 の ダ イバ ー シテ ィ

推 進 室 が 行 っ て い る 「多 様 性 につ い て の レ クチ ャー 」に お い て 簡 単 な講 義 をす る 用事

があ り、 そ の 後 だ った ら大 丈 夫 だ と言 っ た 。 合流 す る た めの 場 所 に行 くと、 黒 い シ ョ

ー トボ ブに 髪 を切 りそ ろ え
、 目が 小 さ く見 え る ほ ど度 が 強 い 眼 鏡 をか け 、 ブ ル ー の ジ

ー ンズに 深緑 の パ ー カー
、 ス ポ ー ツ シ ュ ー ズ とい っ た 、男 性 で も女性 で も着 られ る よ

うな 衣 類 を身 に 着 け た い つ もの く らが い た。

14時 過 ぎ フ ァ ミリー レス トラ ンの 「ラバ ウザ 」に入 り4人 が け席 に 座 る,,平 口の こ

の 時 間帯 は利 用客 も少 な く比 較 的静 か で あ る,、ウ ェ イ ター が くらの 注文 した マ ル ゲ リ

ー タを持 っ て くる と
、 そ れ を 食べ なが ら静 か な レ ス トラ ンの 中 で普 通 の 会話 の時 と同

じよ うな ボ リュ ー ム の声 で 質問 に 答 え始 め た,,

「自 己紹 介 的 に は 一 応FtXで す 、、は い 。」

「フ ィメー ル ・トゥー ・エ ッ ク ス?そ れ っ て最 初 か らXジ ェ ン ダー じゃ ダメ なの?」

「そ れ な 。 だ か ら よ くわ か ん ない け どFtMみ た い な ノ リでFか ら発 端 だ け ど(今 はX

ジ」、ン ダー)み た い な 。 身 体 的 性 別 はFだ け ど、 ほ か は な んか ぐち ゃ ぐち ゃ で す ね み

た い な感 じで 使 って ます ね 。」

「t(ト ゥー)っ て 変 わ る って 意 味 もあ る と思 うけ ど?」

Ftは(Xジ ェ ン ダ ー に と って 変 わ る とい う意 味 よ り も)戸 籍 ヒはFで す って い うの を
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表 す の か な っ て 感 じ。(元 々Fで)Mだ と思 って た け どそ こ まで じゃな い って い う人

とか 、(Fか ら)逃 げ るの お か し くな い っ てい う人が 使 っ て る とい うふ し もあ る と思 う

よ。 で もMtFみ た い にt(ト ゥー)を ち ゃん と入 れ替 わ りと して 使 っ て る 人 もい る。」

くらは体 が女 性 で あ る こ と に不 満 は あ る が男 性 的 な体 に変 えた い と思 っ て い る わ け

で は な い 。とは い え ス カ ー トの制 服 を着 た り化 粧 を した りす る とい うあ か ら さま な"F

感 鴨を出 す こ と は嫌 い だ 。 だ か ら高 校 は私 服 で登 校 で き る 自 由 な校 風 の 学 校 に した。

また く らは小 学 校 時 代 か ら男子 が好 きに な った り、女 子 が 好 きに な っ た りパ ンセ ク シ

ュ ァ ル(全 性 愛)的 な性 指 向 も持 つ 。 よ く聞 く 「LGBT」 の よ う に性 指 向が は っ き り し

たセ ク シ ュ ア リテ ィ とは異 な り、 色 々 な要素 が絡 ま り合 っ てい る こ と を受 け て くらは

自分 をXジ ェ ンダ ー に属 させ て い る。 ち な み にXジ ェ ン ダー とい う括 りが 存在 す る こ

と を知 る前 にお い て も自分 の 一 般 的 に 「普 通 で は ない 」性 指 向 な ど を、 自然 と受 け 入

れ られ た と言 う。 そ れ で も く らが 中学 生 だ っ た と き、 好 きな女 の子 が 「○ ○(好 きな

男 子)が 好 き」 と書 い た メ モ を渡 して きた こ と は わ り とシ ョ ッ クだ った 、 と笑 い なが

ら言 う。

「ボ ク」 って い うの は子 供 的 中性 感 が あ る か ら好 き。 い じけ た りす る と きに 子 供 ら

しさ を出 す と きに使 う。 うん。 あ、 あ と昔 使 い た い の に 使 え な か っ たか ら最 近 使 っ

て る。 恋 入 の 前 とかTwitterと か(ボ ク って 言 っ て も気 に され な い場)で しか使 え な

い け ど。 「私 」は 敬 語 と して 使 う。 相 手 に と って(私 を使 わ れ る こ と は)抵 抗 もな い

しね 。 自分 と して 違 和 感 あ る よ。 や っ ぱFア ピー ル 感 はあ る か ら。 「く ら」 っ て 自

分 を呼 ぶ こ と もあ る。 性 別 を表 さな い か ら楽 っ ち ゃ ら く。 あ 、 あ と内 面 で は 「1(ア

イ)」 を使 った りす る。(自 然 と 中性 的 に 自分 を 表 せ る か ら)日 本 語 で もそ う い うの

あ っ た らい い の にね 。

私 はXジ ェ ンダ ー っ てい うの を選 ん で る んで す よね 。(男 とか女 とか)ど っ ち で もい

い か ら。(性 に と らわ れ な い で)服 とか学 問 とか い ろ ん な好 み をそ の ま ま 自分 に当

て はめ て る。 だ か ら性 自認 も決 ま っ て ない な一 。 ど っ ちつ か ず っ て か ん じ。 自分 で

はそ れ で い い と思 っ て る 。 わ ざ わ ざ決 め な くて も って 。 で もそ れ っ て逃 げ って 言 わ

れ た りす る声 が あ る か ら、 ん 一 っ て感 じ。 洗 脳 され る の に 失 敗 した んで し ょう ね 、

き っ と。

くらは 自分 の性 自認 は は っ き り して ない 。性 自認 の しっか り して い る私 に して み れ

ば そ の 状 態 で不 安 じゃ な い の か と疑 問 に思 うが 、 く ら に と っ て は 「そ れ が 当 た り前 」

だ とい う。 そ れが きっ とXジ ェ ン ダー の特 徴 な の だ ろ う。 しか し、 そ の よ うな立 場 に

い る こ とは男 女 二 極 的 な異 性 愛社 会 に お い て も、 さ らに性 的 マ イ ノ リテ ィ とい わ れ る

LGBTか ら も疎 まれ る よ う な もの の よ うで あ る。 ほ と ん どの 人 は もと もと名 前 の な い
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存 在 で あ っ た ろ うに 、成 長 の過 程 で 社 会 の あ り方 を受 け 入 れ 、 そ こで生 きて い くた め

に何 か を諦 め 、 何 か を 選 ぶ 。 私 に して も自分 が 「ゲ イ に な る」 と きに捨 て て しま っ た

もの を く らは そ の ま ま持 ち続 けて い るの で はな い か と思 え た 。

イ ン タ ビュ ー を終 え、 外 に 出 る。 曇 って い た 空 は 晴 れ だ して い て 、 日光 が 体 を突 き

刺 す 。 「晴 れ は 晴 れ で 暑 くて 嫌 だ よ ね」な ん て い って 二 人 で 笑 い な が らラバ ウザ を後

に した。

作品 とはイ可か 画家Cの 語 りから

山岸哲也

和室か ら軽快な音楽が聞こえていた。画家であるCは 次の作品の構想を練 るために

歴史資料を漁ってお り、和室はとても散らかっていた。私が隣のリビングのテーブル

に座ると、Cは 待っていたとみえて、「始める?」 とだけ言い、す ぐさまスピーカーを

切 り、さっと私の前に座った。インタビューされることに対する気恥ずかしさを言い

つつ も、Cは 緊張 した様子 もなく明るい表情でスラスラと答え始めた。私は画家が 自

分の作品をどのような存在として考えているのか興味を持っていた。

Cは 中学校の時に画家になりたいと思うようにな り、2浪 したのちに美術系大学に

入学 した。それ以来、著名な日本画家である指導教授に師事 しなが ら腕を磨いてきた。

その後、大学を卒業 して 「新人画家の登竜門」とされている展覧会に出品 して業界に

デビューした。現在は自宅で製作をしなが ら、たびたび展覧会に出品し、個展 も開催

されるようになった。知名度が上が り始めて注文が来るようにな り、過去の作品も売

れてきている。

Cは 作品のモチーフとして動植物を扱うことが多い。不思議なことに、依頼人や家

族などから「見るたびに絵が変わっている」とか、「やっと絵のなかの猫が落ち着いて

きた」などと言われることが しばしばあるという。私はCに 作品で何を表現 したいの

か聞いてみた。すると、それまで軽快に話 していたCは 急に言葉につかえるようにな

り、作品に自分を投影 しているということを、私のメモをチラチラと見ながら答えた。

その後 もCは 慎重に言葉 を紡いでいたが、自分の作品を見て 「元気になってほしい」

と繰 り返 していた。そして、自分の作品が売れていくことは 「嫁に出す」ことだと言

った。私はこの言葉が気になり、「『嫁に出す』ってどういうことなの?」 とCの 顔色

をうかがいながら聞いた。Cは 愛着がわいているということだと言ったが、この言葉

にあまりピンときていないようだった。

Cが 言葉につかえることが多 くなってきた一方で、私は相槌 をうちながら必死でメ

モを取 りつつも、C自 身の作品に対する思考が見えてきて内心楽 しんでもいた。

「間違いなくその時の自分が描いてるはずなんだけど、描きあがると、生 き物 を描
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い て るせ い か 、 も う 『別 の 生 き物』み た い に 感 じる と き もあ る け どね」 と答 え た が 、

や は りう ま く表現 で きて い な か っ た の だ ろ う。Cは 頭 を ガ シ ガ シ と掻 き なが ら言 い か

え た 。

だか ら… そ の … 別 の さ、 な ん て い うの … そ れ 自体 な んか 別 の さ、 命 を持 っ て る じゃ

ない け ど さ。描 か れ た もの だか ら別 に生 きち ゃ い ない んだ け ど… な ん か 、描 か れ た

もの が … な んか そ こ で生 きて る っ て い うか さ、 別 の 命 を持 って る じゃ な い け ど さ、

そ うい うふ うにパ ッと見 える 、 感 じる と き もあ るけ どね … 。 な ん だ ろ うね。 そ こ ま

で 聞 か れ る と思 わ なか った 。

私 は我 な が ら意 地 悪 な 質 問 だ と思 い なが ら も、「『別 の 生 き物 』 っ て言 っ て た け ど、

何?」 と聞 い てみ た 。Cも そ う感 じた の か も しれ な い。 うん ざ りした 目で私 を見 つ っ 、

渋 々答 え て くれ た。

だ か ら… た ま にそ の 作 品 と… しゃべ れ る よ う な気 分 に な る と きは あ る よ。 …(中 略)

・だ か ら、 そ うい う意 識 が あ る と 、売 れ た 時 も 「行 っ て きな 」とか っ て 思 った りす

る とか … 。「も う行 くの か お前 」 とか … 考 え る時 は あ る け どね。白分 の 気 持 ち をそ の 、

カ ラ ス とか 鳥 な り、他 の動 物 な りに託 して 描 い た は ず の つ も りが 、 な んか … うん …

『別 の 生 き物』に な っ て る ん だ よ ね。 絵 っ てい うあ の2次 元 の なか で 、 ま あ生 きて る

っ て い う とな ん か あ れ だ け ど… 「生 きて る か ら」 … み た い なの が あ るか ら さ,,だ か

ら 「これ 欲 しい 」 って 言 わ れ る と… 「行 っ て らっ しゃい 」と.

イ ン タ ビュ ー を始 め てす で に1時 間 ほ ど経 っ て 、Cは 疲 れ て い る よ う に 見 え た、,私

は こ の あ た りで 終 わ りだ と告 げ 、 録 音 を止 め た。 私 はCが 「別 の生 き物 」と して 作 品

を感 じて い る こ とが は っ き り と聞 き取 れ て 、非 常 に満 足 して い た。 と こ ろが 、Cは 改

め て考 え る こ とが 多 か っ た の か 、「白分 の作 品 で 伝 え た い こ とか … ほ ん とに さ
、 何 な

ん だ ろ う ね」と話 し続 け て い た 。 私 は 話 半 分 で 聞 い て い たが 、Cは 急 に思 い つ い た か

の よ うに ま く し立 て た。

「あ 、『元 気 に な っ て ほ しい 』 っ て言 っ た じゃ ん。 私 の絵 は 『ケ ッバ ッ ト』な の か も

しれ な い。『ケ ツバ ッ ト』… って い うか 、ま あ… そ ん な感 じだ よ。そ れ も書 い とい て よ。」

Cは これ まで の様 子 とは打 っ て 変 わ っ て 、 す っ き り と した表 情 に な っ て い た。 私 は 画

家 と作 品 の 関 係 に 注 目 して い た が 、Cに と って は、 そ れ に 加 え て 「作 品 を見 る 人」の

存 在 が 大 切 なの か も しれ な い と この言 葉 か ら感 じた。 作 品 とは 誰 か に 見 られ る のが 前

提 の もの だ。 私 は 当然 の こ とを忘 れ て い た。 私 はつ い 「これ だか ら イン タ ビ ュ ーが 終

わ っ た 後 も気 を抜 け な い ん だ よ」と こ ぼ した。Cは 笑 い なが ら 「こ っ ち も疲 れ た よ
、,

仕 事 に戻 る前 に気 晴 ら しす る」と言 い 、 テ レ ビ を点 け て 映 画 を見 始 め た 、,私 は 改 め て
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Cに 礼 を言 い 、 部 屋 を後 に した 。

「め ち ゃ くち ゃ計 算 して る の」

佐々木裕梨

都 心 の 駅 か ら徒 歩1分 の と こ ろ にあ る ワ ンル ー ム の アパ ー トが 、 今 回 イ ン タ ビュ ー

を依 頼 した作 曲 家 で あ る宮 崎 さん(仮 名)の 自宅 だ 。 私 が 到 着 した 時 、 彼 は ソ フ ァに

座 って 野 球 中継 を見 て い る とこ ろ だ っ た 。 「ち ょっ と待 っ て て 。 ソ フ ァで くつ ろ い で

てい い か ら。」そ う言 う と彼 は昼 食 の準 備 を始 め た。 ソ フ ァ はふ か ふ か で 、 座 る と丁

度良 い 高 さに壁 か け の大 画 面 テ レ ビが あ る。 何 ヵ月 もネ ッ トで 探 した とい うナ シ ョナ

ル ウ ィル の 冷 蔵庫 と慣 れ た様 子 で料 理 をす る姿 を見 て、 以 前 、 引 き こ もっ て 家 の こ と

をす る の が!番 好 きだ と言 っ て い た こ とを思 い 出 した。部 屋 の奥 に は ギ タ ーや ベ ー ス、

電 子 ドラム 、 キ ー ボ ー ド、 レコ ー デ ィ ング機 材 な どが 置 か れ て い る。 家 で作 曲 の仕 事

をす る こ と もあ る そ うだ 。!0分 程 して 出 て きた の は手 作 り ミー トソー ス の パ ス タで 、

お 店 で 食べ る よ うな濃 い 味が した。 食後 に彼 が 滝 れ て くれ た 少 し苦 め の コー ヒー を飲

み な が ら、好 み の 楽 曲 に つ い て の話 を し、 その 延 長 で 彼 の ラ イ フ ヒス トリー の語 りが

始 まっ た 。2人 共 ソ フ ァ に座 って い て 、 そ れ は 本 当 に 自然 な流 れ だ っ た。

彼 は 中学 生 の 頃 か ら音 楽 を始 め 、高 校 を卒 業 した 後 は芸 能事 務 所 に所 属 しなが らバ

ン ド活 動 に 明 け 暮 れ て い た。 しか しそ こ で の収 入 は0に 等 し く、 別 の 映 画 音 楽 の会 社

に も勤 め 、作 曲の 仕 事 の 他 にwebデ ザ イ ンや プ ロ グラ ミ ング の仕 事 も して い た とい う。

しか し、 そ の会 社 が 潰 れ て しま っ た。

そ の 時 に無 職 に な って 、 そ こ か ら8カ 月 、収 入 が0だ っ た。 …(中 略)… どん どん

病 ん で っ て 、 そ れ で ギ リ ッギ リの と こ ろで 。 この ま ま保 険 だ け入 っ て死 ぬ か。 そ れ

か 当 時警 備 員 とか もや っ て た か ら、 警 備 会 社 に普 通 に入 っ て 日雇 い で お金 貰 っ て生

活 立 て 直 そ うか とか 色 々考 えて た 中で 、 まあ 死 ぬ 気 が あ る く らい だ っ た ら1回 自分

が作 っ た もの 全 部 出 して み よ う と思 っ て 。 とあ る 人 に ポ ー トレー ト、 ま あ 自分 の

(webデ ザ イ ンの)作 品 集 を 見 した ら、 この レベ ル だ った ら十分 紹 介 で きる会 社 あ る

か らっ て言 わ れ て 、 そ れで00(会 社 名)を 紹 介 して もら えた 。

当初 彼 はwebデ ザ イナ ー と して雇 わ れ て い た。 仕 事 をす る傍 ら作 曲活 動 を続 け、 音

楽 の仕 事 に繋 げ る こ と を狙 って い た とい う。

音 楽 や りた い音 楽 や りたい って 飲 み 会 で 言 い ふ ら して た の。 あ らゆ る飲 み 会 に 出 ま

くっ て。 どの飲 み会 で も。後 は芸 能 関係 のパ ー テ ィー とか ね 。そ う。そ うや っ て(音
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楽 の 仕事 が 欲 しい と)言 っ て た ら、 じゃ あ こ れ や っ て み る?っ て言 わ れ て、 そ れ で

チ ャ ンス が 来 た ん だ よね 。1番 最 初 は な ん か カ ラ オ ケ音 源 を、生 っぼ く聴 か せ ら れ

る よ うな編 集 が で き ない か って 言 わ れ て 、 どう考 えて も無 理 な の 。 そ れ だ っ た ら俺

が 全部 録 る って 言 って 、 一 か ら レ コー デ ィン グ させ て くれ っ て ね。 …(中 略)… そ

した ら(曲 の 出 来 が よ くて)度 肝 を抜 か れ た わ け だか らね 。 そ れか ら作 曲 の 仕 事 も

で きる よ う に な った か な 。

以 来 テ レビCMや ネ ッ ト番 組 の 音 源 を依 頼 され る よ うに な り、個 人 で も作 曲の 依 頼

を受 け る よ うに な っ た。 社 内 に 彼専 用 の レ コ ー デ ィ ング ス タジ オ まで で きた とい う。

私 が 彼 と知 り合 っ た の は丁 度 そ の 頃 で 、 当 初 私 は彼 が彼 自 身 の音 楽 の スキ ル で現 在 の

立 場 を培 っ て い る の だ と思 って い た 。

細 か くチ ャ ン ス はあ る。 気 難 しい上 司 とか が い た 時 に、 そ の 人 に恩 を 売 る た め に、

どの仕 事 を ど う き っ ち りす れ ば い い か とか 、 そ の仕 事 に対 して ど うい う風 な 、相 談

を す れ ば い い か とか 、 う ん 、相 談 の仕 方 を考 え る、 まず 。 け ど そ れ を や る こ とで 、

あ あ頼 って くれ て ん だ って 思 わ せ な きゃ い け な い わ け。 向 こ う に。 頼 っ て る ん です

よ 、俺 な ん に もわ か ん な い か ら、 困 っ て る ん です 助 けて くだ さい っ て い うの をや っ

ぱ り上 司 に見 せ とか な き ゃい け な い し。 で 、そ れ だ けや って て も、 た だ うる さい ガ

キ だか ら、 ほ ん とは 締 め る と こは締 め る ん だ よ。 そ れ を踏 まえ た上 で こ れ を作 りま

した って い うの を提 出 で きる よ うにが ん ば る,,う ん、,だか ら まず は顔 色 を窺 い 、後

輩 に徹 す る。 ゴマ をす る,,

この 話 を聞 い て 、妙 に納 得 した。 彼 は 人 と コ ミュニ ケー シ ョ ンを取 るの が 非 常 に ヒ

手 い の だ 。 私 は 彼 を妙 に 「人た ら し」だ と思 っ てい た,,

「そ う言 わ れ る と、宮 崎 さ ん っ て い っ つ も さ、 本 音が わ か ら な い気 が す る 」とわ た

しが 漏 らす と、「め ち ゃ くち ゃ人 をみ て る。 こ の 人 ど う い う人 か な とか 。 ど こ に 弱 み

が あ っ て どこ に どん な プ ラ イ ドを持 って るの か 、 とか。 め ち ゃ くち ゃ馬 鹿 に して る 時

だ っ て あ る よ。 どん な に一ヒの 人で も常 に下 にみ よ う と して る」と笑 い な が ら応 え 、 空

に な っ た 私 の カ ップ に コ ー ヒ ーの お か わ りを入 れ て くれ た。

作 曲 に お い て も同 じか も しれ ない な、 と思 っ た、、いつ で も白分 の 作 る曲 や 、 自分 の

才能 や セ ンス を疑 わ な い よ う に、 作 曲 家 と して も 白分 を誰 よ り も上 だ と思 お う と して

い る の か も しれ ない 。 「いつ も菩 薩 様 み た い なの に 、 ほ ん とは腹 の 中真 っ黒 な ん だね 」

と私 が 言 う と 、「い つ も相 手 が ほ ん とは 何 考 え て る の か とか 、 そ うい うの ば っか り考

え て め ち ゃ くち ゃ計 算 して るの,、だ か ら、君 み た い なの と話 す の は す ご くや りに くい

ん だ よ。」彼 はそ う 言 って 苦 笑 い した 、、
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祖母が語るオカミサン

岩倉知葉

6月 半 ば、 そ の 日の 仙 台 は 何 と もさ わや か だ っ た。 頬 に す う っ と心 地 よい 風 が 触 れ

る。 窓 の方 に 目をや る と、 道 路 向 い に繁 る木 々の 緑 が 以 前 来 た 時 よ り もず っ と濃 くな

って い た。 少 し身体 の不 自 由 に な った 祖 母 が 、 介 護 サ ー ビス を受 け られ る こ の アパ ー

トに移 り住 んで か ら、 もう数 カ月 が 過 ぎて い た 。

オ カ ミサ ン(オ ガ ミサ ン)は 死 者 の言 葉 を 聞 き伝 えて くれ る 人 で あ る 。 人 が 亡 くな

った と き、 葬 式 の 後 に オ カ ミサ ン を家 に呼 ぶ そ うだ 。祖 母 は オ カ ミサ ンに 口寄 せ して

も らっ た こ とが あ る とい う。

「お ば あ ち ゃ ん の知 っ て る範 囲 内 で は ね 、神 さん と同 じよ う に扱 うか らオ カ ミサ ン

って言 うん だ ど思 う の」「神 様 って こ と?」 「う ん 、 そ もそ も オ カ ミサ ンっ て い うの は

…」祖 母 は い つ もの 言化 りで語 りは じめ た
。

昔 目の 見 え ない 人、 ご飯 の 食 べ る お 金 が な きゃ だ め だ か ら、 まあ 何 て ゆ うの 、 自分

の 食 い扶 持 の た め にそ うい う所 で 修 行 させ られ て そ う い う仕 事 に した ん だ と思 う

の 、 …(中 略)… そ して ほ ら、 目が 見 え な い か ら我 々素 人 、 目明 き と違 って この 辺

(頭 を指 して)の 勘 が す ご い か らっ さ、 や っ ぱ りそ の 、 そ う い うこ と勉 強 もす る し

研 究 も した り して 、 そ うい う こ とに長 け て くる ん だね 。

そして祖母は祖母の姉が亡 くなったときの話をしてくれた。

ば あ ち ゃ ん(祖 母 の 母 、 私 の 曾祖 母 に当 た る)の 亡 くな る前 に 、一 番 上 の 姉 、A子

と言 う ん だ け ど こ の 人30年 ぐ らい 病 院 に い だ の っ さ、 この 人 は独 身 だ っ た ん だ け

ど60ぐ らい で 亡 く な っ た の ね 、 …(中 略)… そ ん で そ の 姉 が な くな っ た と き に、

母 親 に ど うす る?っ て 言 っ た っ け ね 、「な に も当 だ る も当 だ ん な い も、 当 だ るか ど

うか の 問題 で な い ん だ っ て 、死 ん だ 人の 功 徳 だが ら って 、 だ か らあ ん だ連 れ て きて

け らい ん 」て言 わ れ て 、 気 仙 沼 まで わ ざわ ざ来 て 、 私 この 人乗 せ て 唐 桑 まで 連 れ て

行 っ ℃,

当時 、気 仙 沼 に有 名 な オ カ ミサ ンが い た とい う.そ の 人 を呼 ぶ た め に 、祖 母 は実 家 の

あ る唐 桑 か ら気 仙 沼へ 迎 え に 行 っ た とい うわ け だ 。A子 さ ん は独 身 で 夫 も子 供 もい な

か っ た こ とか ら、「お 仏 さ ん の 側 か ら言 え ば だ よ、 何 も残 す よ うな こ と も無 が っ た か

らっ さ 、(オ カ ミサ ン も)何 もた い した こ と言 っ た わ け で は な いの よ」。

そ れ か ら話 は 私 の 曾 祖 母 に 及 ぶ 。 曾 祖 母 が 亡 くな っ た の は1996年 で あ る、,この 時

1呼ん だ オ カ ミサ ン は唐 桑 で よ く当 た る と有 名 な 人 だ っ た,,
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オ カ ミサ ンは玄 関 か らは 入 らず 、 外 の 座 敷 か ら戸 を 開 け て 入 る ・ 「ほ ん で今 か ら拝

む か ら、 始 ま っ か らね」、 と オ カ ミサ ンが 鐘 を鳴 ら して 入 って くる と ・集 ま っ た 親 戚

た ちが そ れ ぞ れ オ カ ミサ ンに 向 か っ て 自己 紹 介 をす る。 そ の後 ・「一 口 な んぼ 」とい っ

た 具 合 で そ れ ぞ れ が お金 を オ カ ミサ ンに 渡 し口寄 せ して もら うの で あ る 。祖 母 の記 憶

で は 、 そ の 当 時一 口100円 だ った よ うだ。

そ して 祖 母 もあ ま り詳 し くな い よ うだ っ た が ・ オ カ ミサ ンは まず 亡 くな った 人(こ

の 場 合 曾 祖 母)の 前 に亡 くな っ た 人 を呼 び起 こ して くれ る ら しい 。 そ の場 に い た 家族

や 親 戚 か ら 「ん で この 前 亡 くな っ たAち ゃ んの こ とで や っ て も ら わ い ん」と言 わ れ た

た め 、 祖 母 は オ カ ミサ ンに 「A子 って い うの で お 願 い し ます 」 と口寄 せ を頼 ん だ。 す

る と意 外 な こ と に オ カ ミサ ンは 「いや 、 こ こ さ2人 立 っ て ん だ よ」と言 った 。

「後 で わ か った ん だ け どYっ て 言 う 人 も出 て きた ん だ ね 、 オ カ ミサ ン さ何 見 え た か

分 か ん ね け どね。」Yと い う人 は祖 母 の 兄 に 当 た るが 、祖 母 の 生 まれ る以 前 に2歳 で

亡 くな っ た。 祖 母 に は他 に6人 も兄 弟 姉 妹 が お り、 親 も忙 しか っ た た め 、家 族 の 会話

に 出て くる こ とが ほ とん どな か っ たYさ ん が 出 て きた こ とは 意外 だ っ た と言 う。

口寄 せ が よ く当 た る の で 、なか に は 「オ カ ミサ ンが あ ん な ご と分 か る こ とない よ ね、

だれ か 迎 え さ行 っ て きた 人 が い ろ ん な こ と車 の 中で 教 えた ん で な い の な ん て 言 う人 も

あ るわ け 、 実 は そ うで は な い ん だ け どっ さ… 」と、 曽祖 父 の話 を始 め た。

曽祖 父 は 曾祖 母 の2年 後 に亡 くな っ て い る 。祖 母 に よ る と、祖 母 の 実 家 は400年 程

続 い た古 い 家 で 、昔 は そ の 地域 一 帯 の 田畑 や 山 を所 有 して い た 。 曽祖 父 は い ろ ん な 人

の 保 証 人 にな って い た ら しい。 しか しあ る 日突 然 、 曽 祖 父 の 父 、 オ ジ、 義 兄 が 漁 に 出

た ま ま帰 らぬ 人 とな っ て し ま う。 昔 の こ となの で よ くわ か ら ない が 、 若 か っ た 曽祖 父

は様 々 な人 か ら土 地 を取 られ て し まい 、借 金 だ けが 残 った 。 曽 祖 父 は クジ ラ船 に乗 っ

て お りお 金 も入 った が 、 そ の ほ とん どは借 金 返 しに 当て た。 そ の た め 祖 母 が 生 まれ 育

つ 頃 の 家 は 非常 に 貧 しか っ た。

そ の 曽祖 父 が 亡 くな っ た と き、 口寄 せ で オ カ ミサ ンは 、「書 き残 した い こ と 山 ほ ど

あ っ た ん だ け ど も、面 倒 す る か ら書 き残 さな か っ た」 と言 っ た。 お そ ら く、子 供 た ち

に土 地 を分 与 した い と思 っ て も、揉 め事 に な る と大 変 だ とい う こ とで 曽 祖 父 は そ う言

った の だ 、 と祖 母 は解 釈 して い る。

「そ うい う こ と もあ っ た か ら、 まん ざ ら、 オ カ ミサ ンつ うの は 口 出 まか せ に言 っ て

る ば りとは 思 え な い 」と、祖 母 は少 し微 笑 ん だ 。
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